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学長挨拶
岐阜大学学長　　　森　　秀樹

　お忙しいところ、お集まりいただきましてありが
とうございます。
　今日は、ＦＤ研究会で英語教育について勉強しよ
うということでございます。本学は、学生憲章とし
て国際語である英語をマスターしようと呼びかけて
いるところであり、そのための英語教育を行うという方針を立てています。また、企業サイド
からも英語力を身に付けた学生を望む声が多く聞こえており、各大学が英語教育に力を入れて
いるところでございます。私の世代は、高等学校の入試でも英語は選択科目でした。しかし、
高等学校入学後、やはり英語は大事だということで一生懸命勉強した記憶があります。
　現在、本学は第 2 期中期計画に向けて、目指すべき方向性を定め、どういったように臨むか
ということをディスカッションしているところです。その中でも英語教育をどのように実質化
しようかと考えているところです。教養教育を全学体制によって行うこととなっておりますが、
英語教育にかける時間が以前に比べ減っているのではないかというご指摘や学生の語学力が学
年進行に伴って必ずしも伸びていないというデータもございます。このような状況の中で、英
語教育の現状を高－大連携の視点から勉強することは、大変有意義なものと考えます。
　今日は、高等学校の英語教育の立場から、遠藤先生と原先生にご講演をいただいて、高等学
校の現状を認識するとともに、巽先生には本学の英語教育の事例を紹介していただきます。そ
して、双方の実情を踏まえた具体的で有効なディスカッションが行われることを期待いたしま
す。講師の先生方に感謝申し上げるとともに、ご参加いただきました先生方にとっても良い勉
強会になればと願うところでございます。
　ごく簡単ではありますが、開会の挨拶とさせていただきます。
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平成20年度

第2回岐阜大学教養教育推進センターＦＤ研究会

実施要項

1．テ　ー　マ：『英語教育の現状－高等学校と大学－』

2．目　　　的：近年、文部科学省の「ゆとり教育」によって基礎的な構文力や語彙力に不足
が見られる学生が増加しているように思われる。
　平成 18 年度以降､教養教育推進センターも初年次英語教育の柱として「語
彙力・構文力を伸長させる」ことを目的としてきたが、ここでもう一度大学
入学前の中等教育の現状をしっかり踏まえておきたい。
　そして、これを機会に今後の岐阜大学における英語教育の改善・改革を展
望してみたい。
　また、全学共通教育の既修外国語教育について、より一層の充実を図るた
めの一助とすることを目的とする。

3．日　　　時：平成 20 年 12 月 3 日（水）13 時 00 分～ 15 時 30 分

4．会　　　場：全学共通教育講義棟 1 階・105 教室

5．主　　　催：岐阜大学教養教育推進センター
　　共　　　催：教育学部、地域科学部

6．受講対象者：本学教職員

◆プログラム

【趣旨説明】　岐阜大学教養教育推進センター
　　　　　　　　　　　　　　　　副センター長　中　川　一　雄

【講　　演】
　　　『高等学校の英語教育』
　　　　　　岐阜北高等学校　　　　　　　　　　遠　藤　裕　一　教諭
　　　　　　　　　※質　疑　応　答
　　　　　　華陽フロンティア高等学校　　　　　原　　　雅　幸　教諭
　　　　　　　　　※質　疑　応　答
　　　『岐阜大学の英語教育－事例紹介－』
　　　　　　教育学部英語教育講座　　　　　　　巽　　　　　徹　准教授
　　　　　　　　　※全　体　討　論
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平成20年度

第2回岐阜大学教養教育推進センターＦＤ研究会

日程等及びタイムスケジュール

　・日　時　　平成 20 年 12 月 3 日（水）13 時 00 分～ 15 時 30 分
　・会　場　　全学共通教育講義棟 1 階・105 教室
　・主　催　　岐阜大学教養教育推進センター
　　共　催　　教育学部、地域科学部

○司会・進行：中川　副センター長
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開　　会
　学　長　挨　拶

【趣旨説明】岐阜大学教養教育推進センター
　　　　　　　　　　　　　　副センター長　中　川　一　雄

【講　　演】
　　　『高等学校の英語教育』
　　　　　　岐阜北高等学校　　　　　　　　遠　藤　裕　一　教諭
　※　質　疑　応　答

【講　　演】
　　　『高等学校の英語教育』
　　　　　　華陽フロンティア高等学校　　　原　　　雅　幸　教諭
　※　質　疑　応　答

【講　　演】
　　　『岐阜大学の英語教育－事例紹介－』
　　　　　　教育学部英語教育講座　　　　　巽　　　　　徹　准教授
　※　全　体　討　論
教養養教育推進センター　古田センター長（教学・附属学校担当理事）　挨拶
閉　　会
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趣旨説明

はじめに－今回のＦＤ研究会の趣旨

岐阜大学教養教育推進センター
副センター長　中　川　一　雄

　今年度 2 回目のＦＤ研究会として、前回の人文学・社会科学系のＦＤを踏まえ、「英語教育
－高等学校と大学の授業の実状」を講演してもらいます。高等学校からの講師（一人は進学校
の英語教師、もう一人は実業系の高校で教鞭を執られていた教師）お二人と、中学での英語教
育の経験もあり現在教育学部の英語教育講座に所属している教員お一人の、三人の先生方から
お話を伺います。
　「なぜ今実状報告なのか、岐阜大学の英語教育に関して『グランド・プラン』を描く努力を
すべきではないのか」という疑問を持つ方もおられることでしょう。しかし、昨年のＦＤ合宿
を記憶なさっていることと思います。そこでは英語教育に関してさまざまな視点からさまざま
な意見が各部局から出されました。またその時は、おもに、教育を担う組織面での議論が俎上
に上りました。担当面（授業負担）についての視点や意見の相違が、全体としての総括に至ら
なかったことも覚えておられると思います。
　昨年以降、例えば地域科学部は教養教育に関するいわゆる「責任学部構想」も提案し、その
構想には英語教育への提言も含まれていました。全体としては、地域科学部を教養に関する諸
事の「接着剤」的役割を果たす基軸部局として、全学協力体制の下に教養教育を改善・充実し
ていこうという提案でした。英語教育に関しては、教養と専門を有機的につなぐ方向性を堅持
し、教養段階での基盤的英語力（語彙力・構文力の伸長）と学部・学科の特性に応じてカリキュ
ラム上必要となる英語力の涵養、という路線でした。
　さらにこの間、年初に中教審の高等教育に対する将来像の答申も出されました。英語教育に
関して端的に言えば、各学部の学士課程カリキュラムの一貫性の中に英語教育も位置付けよ、
という提案でした。会話能力ばかりでなく、読み・書きも重視した 4 技能バランス型の英語教
育も提案されていました。また学外試験を活用するにしても、それを学部のカリキュラムのな
かに位置付けよ、とも示されました。これまでの教養における英語教育の在り方は、全体とし
てこの答申と矛盾するものではなかったと言えるかと思います。
　また、つい最近役員サイドからは、岐阜大学全体の英語教育に専念する組織や人員の配置（国
際教育推進センターの英語教育部門）、教育面では TOEIC などを活用した習熟度別クラス設
定と目標スコア設定とその（学生・教員双方の）達成度評価、などを基本としたプランが中期
計画の重要事項として提案されました。岐阜大学という教育・研究機関にとって、この組織形
態がよいのか悪いのか、教育内容の主軸が数値化されることの是非、などこのプラン自体は、
今後教養推進センターも含めた学部等で十分な吟味・検討がなされていくべきであり、そのは
ずです。
　さて、このような状況の中での学士課程における英語教育の「グランド・プラン」づくりで
す。その作業には、今後具体的に検討されていく「新・中期計画」に活かされる、かつ着実に
議論を積み上げていくという姿勢が必要だと思われます。教育・研究機関が一度道を踏み外せ
ば、その修正には二倍も三倍もの時間と労力が必要となるからです。今日は、プランづくり、
具体的検討の先ず一歩として、岐阜大学に来る学生たちが高校時代どのような英語学習を積ん
でいるのか、また推薦入試を受験するような高校生の学習はどうなっているのか、さらには、
入学後どのような英語学習を行っているのか、等々実例・実状の一端をよく知っていただき、
今後の必要な検討作業に繋げていければと願っています。
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講　　演

高等学校の英語教育

岐阜県立岐阜北高等学校
教諭　遠　藤　裕　一

　本題に入る前に自己紹介をさせていただこうと思うのですが、私、遠藤と申しますけれども、
岐阜北高校でお世話になって 5 年目で、今 45 歳になります。きょうこの場に立たせていただ
くに当たって、無作為に選出されたわけではなくて、私と岐阜大学のかかわりをちょっとお話
しさせていただきたいのですけど、ちょうど今いろんな研修があるのですが、高校の教員の研
修ということで 14 条研修というのがありまして、岐阜大学の方に派遣していただいて 2 年間
修士の資格を取るために勉強させていただくという研修があるのですけれども、ちょうど平成
11 年から 12 年にかけて 2 年間こちらの方でお世話になりました。そのときにお世話になった
先生は、実はそこにいらっしゃる伊藤先生なのですけれども、大変できの悪い生徒でして、年
も行っておりましたので、修士論文を書くときに、かなり苦労をかけた思い出があります。きょ
うもこのキャンパスに入ってきて、非常に懐かしいなという感じで、今そんな気持ちで話をし
ているのですけれども、そのときのご縁できょうお話をさせていただくということです。つた
ない話ですけれども、よろしくお願いします。
　それでは、資料の方をお開きください。資料に指導案が少し出ております。この指導案は、
実は学校の方に支援化訪問というのがありまして、県の教育委員会の方から偉い先生方が来て、
その代表で授業をだれかやらなくちゃいけないのです。そのときも実はくじ運が悪いものです
から、おまえやれということで当たってしまいまして、10 月の末に研究授業をさせていただ
いたときのものなのですけれども、まずきょうはその授業のさわりということで、その授業の
最初に行ったアイスメーキング的な部分をちょっと紹介させていただこうかなと思います。
　ここの単元は「ランドマイン」という単元で、「ランドマイン」という名前は地雷のことな
のですけれども、要は地球上に 1 億 2,000 万個の地雷が今埋まっていて、有名なところで言う
と、イギリスのダイアナ妃とか、あと坂本龍一さんというミュージシャンがいるのですが、ちょ
うどこの間亡くなった筑紫哲也さんの番組の関係で地雷撤去のことが出てきまして、大体はこ
のテーマはそれなのです。
　一番初めにここに写っていますのが、坂本龍一さんの出したＣＤのジャケットなのですけれ
ども、まず生徒たちに最初にこのスライドを見せたのです。何にも言わないでとにかく見てみ
ようということで、スライドをどんどん映していきます。地雷がたくさん並んでおります。今
度これを一つ一つ見せていこうということで、このような感じで何も言わずに見せていって、
これは地雷なのだよという話で、見てどんな印象を持ったと確認したのです。その中でいろん
な意見が出てきたのですけれども、まずきれいという印象が出てきました。きれいだという、
かわいらしい、あと爆弾に見えないとか、芸術品みたいな話が出てきて、この印象が出た段階
でちょっとしめしめという感じなのですけれども、これは地雷なのだよという話で、地雷に関
する発問をいろいろしていくのです。例えば、地雷の殺傷能力ってどんなものか知っているみ
たいなことで、生徒は大体「即死」とかよく言うのですけれども、地雷というのは、人を死な
せないようにできているのだよと。何でだと思うというのを問いかけていくのです。そうする
といろんな意見が出てくるのですけれども、地雷で 1 人が即死すれば、現場から兵士が 1 人
いなくなるだけなのだけれど、足を吹っ飛ばすことによって、それを介護する兵士がやっぱり
戦場からいなくなるのだよという話とか、ゆっくり苦しめるのだよという話をまずしていきま
す。それから二つ目にしたのは、地雷というとどのぐらいの重さで爆発すると思うと。そうす
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ると、10 キロとか、人間の体重だから四、五十キロとかという話が出てくるのですけど、大
体これは数百グラムで爆発するのですね。ということは、教科書を1冊ぽんと置いただけで吹っ
飛ぶのだよという話をすると、生徒がびっくりするのです。教科書 1 冊で爆発するということ
は、ウサギが踏んでも爆発するし、象が踏んでも爆発するし、68 キロの僕が踏んでも爆発す
るし、とにかくどんなものが踏んでも爆発するのだよということで、地雷の無差別性みたいな
話をします。それから最後、1 億 2,000 万個も埋まっているのだよという話をして、授業を」
始めるときの最初に、こういうようなことでまず地雷の紹介をしてから、言語活動に入ってい
きました。言語活動もいろいろやっているのですけれども、ここで 1 枚資料をめくってくださ
い。
　右側に英語が載っていて、左側に日本語が載っているこういうプリントを 2 人組にして生徒
に配りまして、左側の日本語は、いわゆるセンスグループごとに、意味の固まりごとに日本語
が並べてあるのです。この作業は、同時通訳者の方のトレーニングに取り入れているというよ
うな話で、Ａさんはプリントを見ています。Ｂさんはプリントを伏せて置いておくのです。Ａ
さんが「地雷」と言うのですよ。そうするとＢさんは、地雷という日本語を英語にスイッチし
ていきます。「Landmines」と。「1 億 2,000 万もの恐ろしい武器があるかもしれない」と言わ
れて「There may be as many as 120million of these terrible weapons」というふうに交互にや
るのですね。かなり読み込んだ教材ですので、ある程度は出てくるのですけれども、生徒が詰
まったときには、プリント持っている人の助けを得ながら最後までやっていく。こんな活動も
まず入れてみました。
　こんなような活動をしながら 50 分の授業を組み立てていくのですけれども、先に申し上げ
たように、これは偉い先生方の前でやった授業ですので、じゃあどの程度普段の授業と違う授
業かということなのですが、全く普段やっていない架空のというか、よそ行きの授業をなさる
先生も見えますし、開き直ってそのままの授業をやられる方もいるのですけれども、僕のつくっ
た授業は、普段の授業が 100 としたら 130 ぐらい、30％ぐらいがちょっと普段やっていない
ことで、普段やりたいということ、残りは大体普段やっていることで授業を組み立てたわけな
のですけれども、やっぱり普段はこういうような楽しい授業はなかなかできません。まず、じゃ
あどうしてこんなような授業をしたのかという話で、「中学校・高等学校の英語教育の現状と
課題」というのがあるのですけれども、この資料は、中央教育審議会を中心とした今の日本の
英語教育の中で、今、新指導要領もまた出ようとしているのですけれども、その中で出てきて
いた資料で、中学校と高校の授業の問題点と改善点を抜粋した資料なのです。高等学校のとこ
ろで白丸のところ、概要や要点を適切に把握するなど、読むことについては比較的良好だとあ
ります。これは裏を返せば、いわゆるトラディショナルな、訳読中心だということなのですね。
そこの黒丸のところが欠点なのですけれども、文法・訳読が相変わらず中心であるというご批
判、それから 4 技能の指導において偏りがあるということで、読み、書き、聞き、話すという
4 技能の中で、やっぱり読み、書き中心の授業になってしまっているということですね。それ
はずうっとご批判にさらされているということで、高校の先生方があまり対応し切れていない
ということだと思います。それで改善点としては、これから国際化の時代なので、自分で英語
を発信していける人材の育成ということになってくると、4 技能をバランスよく育成するのだ
という 2 点が上げられていまして、この 2 点が新指導要領の中にも盛り込まれています。い
ろんな偉い先生方が論文を出しているのですけれども、「すぐれた英語授業実践・よりよい授
業づくりのために」という大修館書店の中の、ある先生のご批判なのですけれども、ちょっと
読んでみますね。
　「教師が延々と日本語で訳や文法の解説をし、生徒は指名されたときに指定された英文を読
んで日本語に訳すだけ。こういった「伝統的（？）」な高校の授業を今なお見ることがある。
ひどい場合には、一斉音読練習すらなく、英語の授業で教師も生徒もほとんど英語を使うこと
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がない。このような授業ではオーラルコミュニケーション能力はもとより、英語を読む力も書
く力もつくはずがない。「授業」と呼べるかも疑問であると。
　非常に辛らつな意見で、ああ、僕の授業は「授業」じゃないのだと思って、この論文を読ん
だときにかなり自分としては意気消沈したのですけれども、こういうきついご批判もあるとい
うことなのです。こういった流れの中で、先ほど僕がやったような授業、言語活動がたくさん
あって、生徒が生きている授業ということがかなり中教審の方からも言われていますし、県の
偉い先生方からも、こういう授業をした方がいいよというご指導は強くあります。
　以上がとりあえず、ある意味今の英語教育の理想論みたいな形なのですけれども、次をめくっ
てください。
　では、現実はどうなのかという話で、少し岐阜北高校の話をさせていただきたいのですけれ
ども、進学状況ということで、平成 20 年度の大学入試結果が載っております。本校に入って
くる生徒のほとんどが、名古屋大学、岐阜大学を希望していまして、名古屋大学は 36 名合格
しましたし、実はこちらの方、岐阜大学の方にも 53 名の生徒がお世話になっています。私は
実は去年、3 年生の担任をしておりましたので、今の 1 年生の生徒の中に教育学部でもかなり
お世話になっていますし、地域科学の方とか法学部の方でも本当にお世話になっております。
ありがとうございます。
　ということで、私としては岐阜北高校に入ってくる生徒は、岐阜大学とか名古屋大学を希望
しているのだから、できるだけ生徒の希望を叶えてあげたい、つまり岐阜大学の合格者をもっ
と伸ばしたいというようなことを僕は思っているのですが、学校の校長先生、教頭先生の方は、
最近どういうことを言っておられるかというと、とにかく最近いろいろ成果主義というか、高
校の方もいろいろ外部からのご批判やら要望も多くて、実は岐阜大学・名古屋大学も勿論合格
させるように頑張るのだけど、もっと高い大学を受からせろというようなことをかなりがんが
ん言われるのですね、上から。要は、端的に言うと、東京大学や京都大学の合格者を出せと言
うのですね。とにかく出せるようにしなさいと。かなりきつく言われます。進学に熱心な先生
はいるのですね。お好きな先生もかなりいて、東京大学・京都大学の合格者と言うだけで、何
か「サンデー毎日」を引っ張り出してきて、すごくうれしそうに話す先生もみえるのです。そ
うかと思うと、進学よりも部活とか、「何か」やった方がいいじゃないかと、いろんな先生が
存在しているのですけれども、僕はちょうど真ん中辺で、とにかく岐阜大学・名古屋大学にた
くさん受からせてあげたいなあと思っているのですが、数値目標を立ててくるのですね。数値
目標、この間校長先生から、5、50、250 と言われるのですね。これは、東京大学 5、名古屋
大学 50、国公立 250 受からせろと言われるのですよ。正直かなりハードルが高いです。「まい
りましたね、難しいですね」と、この間校長先生に話しをしました。「数値目標というのは本
当に意味があるのですか」とちょっと言ったら、かなり怒られまして、「そんなことを言って
いるから駄目なのだ、お前は」みたいな感じなのですよ。まいっています、正直言って。
　これは進路指導の先生から借りてきた資料で、2 年生から 3 年生までのキャリアガイダンス
ということで、保護者の方々に配った資料なのですけれども、きょうは 2 年生の部分だけを
ちょっと抜粋をしてきました。階段状のこういうグラフがあるのですけれども、見ていただき
たいのは、テストの数の多さなのですね。階段のところにいろんなテストが書いてあります。
6 月、第 1 回実力テスト、7 月、第 1 回校外実力テスト、それから 8 月の終わり、第 2 回校内
実力テスト、10 月、第 2 回校外実力テスト、11 月、第 3 回校外実力テストと年を明けてもテ
ストばかりですね。要は、テストばかりやっているのですよ。テスト、テスト、テスト、テス
トで、しかも私は英語じゃないですか。必ずあるのです。テスト作成、テスト、監督、採点、
終わったと思ったらまたテストで、その繰り返しをしております、本当に。テスト、テスト、
テストで、生徒も大変なのですけど、僕らも大変で、その間に宿題テストが入っているのです
ね。生徒はとにかくテストばかりしておるのですよ。ＡＬＴの先生なんかは本当にびっくりさ



�

れるのですけど、こんなにやっているのかというぐらいです。
　それからさっきの東京大学・京都大学へ入れなさいという話の中で、実はこの丸が並んでい
る最後のところに、難関大学見学会というがありまして、これは昨年度から始まったのですが、

「東大を中心に見学し意欲の向上を図ります」と書いてあるのですが、僕らは「東大ツアーと」
と呼んでいるのですけど、東大オープンキャンパスに合わせてツアーを組むのですね。東京へ
連れていって、東大のキャンパスを見せて、「どうだ、東大というのはこんなすごいんだぞ！」
というようなことを言って帰っていく。どこかであったのですよ。「ドラゴン桜」というドラ
マとか漫画で、実は偏差値 30 台の生徒を東京大学に入れるという漫画があるのですけど、そ
の中で同じことをやっているのですよ。本当なのかなあということを思い出しながら、でも進
路の先生とかが一生懸命やっていて、うちの生徒は結構純粋なもので、行ってどうだったと言っ
たら、「すごかった」とか「東大に入りたい」とか言う子が中にはいるのですよね。下手した
ら来年ぐらいに引率しなきゃいけないのかなあ、まいったなあと思っているのですけど、こん
なようなことまでやっております。
　それから、もう 1 枚めくってください。
　授業の中身も、先程の大学の教授の先生のご批判じゃないのですけれども、偏差値を伸ばし
なさい、大学の数を出しなさいと言われる以上、教養的な英語ばかりやっていると、正直、伸
びないのです。勢い、予備校、私、河合塾の出身なのですけど、予備校でやっていた授業を思
い出しながら、ここは出るよとか、このポイントを押さえなさいみたいなこともやっています。
　その中で今日は何をご紹介しようかと思って迷ったのですが、その中でも一番地道で、ちま
ちました指導というのですか、単語テストの話をしたいと思っているのですけれども、今、僕
の子供がちょうど中 1 なのですけれども、単語は調べなくていいようにできているのですね。
教科書の後ろの、INDEX のところに単語が全部載っておって、その単語も本当に基本的なも
のばかりなのですよ。そういう生徒も入ってくるのかということでちょっと納得したのですけ
れども、単語テストをやります。下に速読英単語テストという枠があるのですけれども、要は
僕が何か発音をします。例えば、Faculty development と言うのです。そうしたら生徒は
Faculty development と書いて、Faculty ってわからないから、発達とかと書くのですけれども、
そういったテストをするのですが、ただやるだけでは生徒はついてきませんので、合格点があ
ります。合格点は 14 点合格です。つまり、7 割合格にしてあるのですけれども、ここに、そ
の上に何か 1 とゼロの数字が打ち込んである表があるのですけれども、毎回単語テストをやる
と、僕がコンピュータに打ち込むのです。14 点以上の生徒には 1 を打ち込む。不合格の生徒
は空欄にしておきます。その後、追試に来てくれた生徒にはゼロを打ちます。そうするとこん
なような表ができ上がるのですけれども、例えば出席番号 3 番、9 組の 3 番の子がおるのです
けれども、その生徒はすごいですね、オール 1 です。オール 1 ということは、全問合格です。
こういう生徒もいます。それから 11 番の子、ゼロと 1 があるのですけれども、全部数字が入っ
ていますので、落ちても必ず頑張って合格してきます。まあ努力賞という感じですね。こうい
う生徒もいるのですが、15 番の生徒を見てください。ほとんど無視ですね。受からないし、
来ないし、こういう生徒は認承点悪いのです。要はこれだけこちらが必死にやってあげてもつ
いてこない生徒は、岐阜北にもいっぱいいるのですね。こういうような非常にミクロ的なとい
うか、流動的なというか、こんなことまでしなくてはいけないのかということを思いながらやっ
ています。私が高校の時は、単語テストがありましたが、やりっ放しでしたし、時々先生が「30
回書いてこい」とか何か言うのもあったのですけど、ほとんど意味のない感じでしたので、「馬
鹿馬鹿しいなあ」と思っていましたが、結構、私も馬鹿馬鹿しいことでもやらざるを得ないの
です。こんなようなことを繰り返しています。
　話を戻すのですけれども、要するに先程、こっち側に今の日本の文部科学省の推進する英語
教育というのが片手にあって、こっちに進学実績を上げようというベクトルがあって、その間
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に僕はこのように入り、間に引っ張られて引き裂かれそうなのですが、非常に今の現場という
のはそういった中で、僕みたいに純粋に英語が好きで、実はこちらでお世話になっているとき
も英語教育について書いたのですけれども、英語教育には何の役にも立たないようなことを読
んでいる方が僕は楽しいので、困ったなあと思っています。
　それで実は、話をしますけれども、この間のノーベル賞の受賞の話で、名古屋大学の方で益
川先生という方と小林先生という方がノーベル賞を取られたときに、ちょっと益川先生がこん
な話をしておられ、和歌山県の柿栽培農家で柿の収穫を増やすために蜂をたくさん放したとい
う話がありまして、つまり受粉しやすくなって、最初の二、三年は柿の収穫量が凄く増えたの
ですけど、結局、柿の体力が落ちてしまって、最終的には収穫量が落ちたという話をしてみえ
たのです。それを引き取って小林先生が、要するに今世の中で成果主義とか応用主義というふ
うに偏り過ぎていて、目に見えるような刺激だけを求めているので、「私達のような学問が将
来生き残っているかどうか心配だ」みたいな話です。私、すごく共感して、柿の収穫量が東京
大学の合格者で、ハチがテストで、柿が生徒だとしたら、これはもう壊滅的だなあと思って、
実際にテスト、テスト、テストとやっていくものですから、英語嫌いが凄く増えるのです。偏
差値は伸びるのですけど、英語が嫌いな生徒とか、もっと言うと、私のことも嫌いになってい
くのです。ですから結構嫌われているのですけど、本当にこれでいいのかなと思っています。
じゃあ私はこうやって引っ張られてどういう事がしたいのかということなのですが、やっぱり
英語って基本的に楽しいよとか、外国に行って英語のことを誇ったりとか、自分で発信したり、
やりとりができたときにうれしいじゃないですか。そういうようなことだけ教えて、あとはも
ちろん基本的な語彙とか構文とかあるので、そこだけ押さえたいのですけど、そこから先は、
例えば岐阜大学に入ってくるような生徒たちだったら、英語が好きならやっていくであろうと
いう、そういう結構感覚があります。せっかく偏差値が伸びたかもしれないけど、英語嫌いの
状態で大学に送り込んだとしたら、大学の教養部の英語は多分しんどいだろうなあと思ってい
るので、何とか英語嫌いを増やさずに、目先の偏差値は伸びないかもしれないのだけど、英語
好きな生徒を増やしていきたいなあと考えているのですけど、そういうようなことを考えなが
らやっております。（拍手）
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講　　演

高等学校の英語教育

華陽フロンティア高等学校
教諭　原　　　雅　幸

　華陽フロンティア高校の原雅幸と申します。
　華陽フロンティア高校という高校は、平成 12 年に新しくできた高等学校です。定時制と通
信制課程が二つありまして、私は現在定時制課程の方に勤めさせていただいておるのですけれ
ども、昔の定時制というふうにイメージをされますと、どうしても夜勉強する学校だなあとい
うふうになっていたかと思うのですけれども、私の今勤めさせていただいている高校は、3 部
制の定時制課程といいまして、1 部、2 部、3 部というふうになっております。1 部は午前中
から授業が始まる、2 部は昼から、そして 3 部は昔の定時制と同じように夜行くという授業に
なっております。
　昨年の 4 月に、前任校の県立岐阜商業高校から華陽フロンティア高校に転勤をさせていただ
きました。1 年生を当初持たせていただきまして、一番初めの授業の中で、生徒たちにこうい
うふうに聞きました。「君たちが、もし道端で外国の人に英語で道を聞かれたりしたらどうする」
と聞いたのです。生徒たちは「うーん」とうなっているのですけど、選択肢を与えました。1 番、
中学校までで習った英語で何とか頑張って道を教えてあげる。二つ目、英語はあまりわからな
いけど、身振り、手振りのジェスチャーで教えてあげる。それから三つ目、ダッシュしてその
まま逃げる。あと四つ、五つ、冗談半分で選択肢も与えたのですけど、多くの生徒は逃げていっ
てしまうというような回答をする生徒が多かったのです。なかなかジェスチャーをしてまで道
を教えてあげるという選択はあまり多くなかったのですけれども、やはり本校の生徒の多くが、
ほとんどの生徒は英語が大嫌いです。アルファベットも、例えば小文字の「ｂ」と「ｄ」が未
だに反対になってしまうとか、アルファベットがまだうまく書けない生徒も何人かおります。
そんな学校に今勤めさせていただいているのですけれども、このたび、先ほどの遠藤先生のよ
うに、こちらの方でお話をさせていただく機会を得させていただき、今の勤務校でそれほど実
績がまだないものですから、前任校の、昨年の 3 月まで勤務させていただきました県立岐阜商
業高等学校での取り組みを中心に話をさせていただきたいと思います。
　皆さん、県岐商といいますと、まず恐らく「ぱっ」と思い浮かぶのが、例えばこの前マラソ
ンの引退をしました高橋尚子さんとか、それから昔中日ドラゴンズで活躍をされていた高木守
道さんとか、それから前は西武ライオンズで、今は中日ドラゴンズに移籍しました和田一浩さ
んとか、そういうスポーツ界のすごいアスリートたちの有名な選手が思い浮かぶと思います。
私も県岐商に在籍時代は、何人かその方たちとお会いして、直接お話をしたこともありますが、
赴任する前は本当に凄い選手を輩出する凄い学校だというイメージを持っていたのですけれど
も、最初にこんな学校だというところをパワーポイントで少し見ていただきたいと思います。
　実はこれは、今年度の県岐商の中学校説明会に使わせていただいたものを借りて、少し手直
しをしたものです。県岐商でのスクールライフということで、自分のやりたいことを伸び伸び、
学校行事、部活動、学習というように、多くの学校は文武両道ということを掲げておるのです
けれども、県岐商でも同じことが言えます。目的意識のある生徒ということで、やはり県岐商
に入ってくる生徒の大半が、部活動で頑張りたいとか、資格を取りたいとか、そういうものを
目指して入ってきております。明るく元気な生徒、これは「凄い挨拶」ということなのですけ
れども、廊下をすれ違うたびに「こんにちは」「おはようございます」「さようなら」など挨拶
の嵐です。1日に何回会っても挨拶をします。初めて行ったときはびっくりしました。それから、
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「身だしなみ指導」というのが厳しいです。制服とか、頭髪とか、すごく厳しい学校です。また、
「日本一」ということを目指している学校なのですけれども、商業教育を中心に部活動、そし
て進路達成、この「身だしなみ指導」の 3 本柱で目指しております。
　卒業生の進路ですけれども、大体毎年進学をする生徒が 7 割、前年度は 73％おりました。
その中でも 4 年制大学が一番多くて 66.7％、短期大学、そして専門学校というようになって
おります。就職の方も 100 年の伝統ということで、県の内外から就職の内定をすごくいただ
きまして、100％を確保しております。
　就職の状況としましては、公務員、そして皆様が聞いたことがある企業にたくさん就職をさ
せていただいております。
　進学の保証ということでは、後でまた詳しいお話をさせていだたくのですが、やはり先ほど
の遠藤先生の岐阜北高校とは全く違うアプローチをさせていただいている学校ですので、純粋
に学力だけではやはり大学に進学ということはかなり難しい状況です。そこで、ここに黄色い
線で書いてありますけれども、部活動、そして資格取得、こういう面を全て総合しまして、進
学という方へ生徒を向かわせております。
　また、資格ですが、自分は英語ですので TOEIC や実用英検とか全商英検にかかわっていま
すけれども、これらの資格取得を多くの生徒たちが目指しております。
　商業高校ですけれども、3 年後に逆転できる、つまり普通高校へ行った生徒とは違うアプロー
チをするのですけれども、進学、特に国公立大学の方へも進学がきちんとできますよというこ
とをうたっています。
　国公立大学と難関私立大学への進学状況ですけれども、昨年度は 19 名の生徒が国公立大学
へ入っております。ただし、これらのほとんどがセンター試験は受けておりません。ほとんど
が推薦という形で受けさせていただいております。それから、このように私立大学も含めて進
学状況になっております。
　これは 16 年度からの国公立大学合格者、毎年大体 20 名、少ないときもあったのですけれ
ども、20 名前後は行かせていただいております。
　先ほどお話ししましたように、推薦、もしくは商業高校の枠というのがあります。そういう
商業高校の枠を設けていただいている大学に推薦という形で入っていっております。なぜ入れ
るのかといいますと、ここに資格取得ということが書いてあるのですけれども、真ん中辺に英
語力アップということで、県岐商の英語科といいますのは、大体 8 名から 9 名、自分がいた
ときは 10 人近くおったのですけれども、普通高校と同じぐらいの英語科のスタッフがおりま
す。後でお話ししますが、国際コミュニケーション科というコースがありまして、そちらの方
は、商業高校でありながら、英語を中心に勉強していくというコースがあります。そちらの方
での話を後でまた、させていただきます。
　それから、よその大学のことになってしまうのですが、中央大学との連携プログラムという
のがありまして、このように中央大学と提携をしまして勉強をさせていただいて、中央大学に
入っていくというプログラムがあります。立命館大学も同じようにこういうプログラムがあり
ます。これは、近年マスコットとして創ったものです。
　それでは、本題に入らせていただきます。実は、平成 15 年に私が県岐商に赴任させていた
だいた初めの年に文部科学省の「目指せスペシャリスト」事業というものがありました。それ
で、商業高校ですが自分は英語ですので「何か指定校に当たったら大変だな」というようなイ
メージしか抱いていませんでした。ところがある日、商業科育成推進部長に呼ばれまして、「実
はこういう指定校に当たったのであなたも一緒にやってくれ」ということを言われ「自分は商
業じゃないので、英語ですので、そういうことはあまりよく分からないです。」という返事し
かできなかったです。ところが本校には流通ビジネス科、それから情報処理科、会計システム
科、そして国際コミュニケーション科の四つの科がありますので、その四つの全ての科を中心
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にして、ここに書いてあります「個に応じたより高度な資格取得をとおして、経済・社会の変
化に対応できる生きる力の育成を目指した商業高校の在り方」それを追求して欲しいというお
話がありました。「Super Business High school」通称「Ｓ . Ｂ . Ｈ .」と呼んでいましたが、研
究開発の特徴として外部の人的資源の協力を得ていくとなっています。どういうことかという
と、自分としてはあまりイメージができなかったものですから、順に進めていくうちに分かっ
てきたことは、「ねらい」を定めることでした。まず資格取得ということ、それから社会の環
境変化などに対応できるスペシャリスト、それから社会におけるリーダーシップを発揮できる
生徒たちに、線引きのような形で「ねらい」を定めました。そこで、それを具体的にこのよう
に四つの「ねらい」について設定させていただきました。研究内容と方法なのですけれども、
1 番目のコース設置、それから県岐商ビジネス塾ということを含めて、これからちょっと説明
していきたいと思います。
　まず一つ目のコースですが、先程申しました流通ビジネス科を Super Marketing コース、そ
して情報処理科を Super IT コース、そして会計システム科を Super Accounting コース、国際
コミュニケーション科を Super Communication コースというように設定し、それぞれここに
書いてある資格取得を目標としました。特に国際コミュニケーション科においては、実用英語
検定の準 1 級と 2 級、そして TOEIC700 点というすごく高い目標を設定していました。自分
は今まで勤めさせていただきました普通高校では、結構進学校も勤めさせていただきましたが、
英検 2 級を受かることはなかなか難しい状況です。ましてや TOEIC700 点を取るということ
は大変なことです。それを商業高校で本当にできるのかということを最初は心配しました。
　それぞれのコース指導体制確立ということで、自分は商業科目の検定に関してはあまり知り
ませんが、ここに書いてある目標の級というのはかなり高いものだと思ってください。Super 
Communication コースは、このような「目標設定」をさせていただいておりますが、「評価基準」
を作成しまして資格取得の変遷を平成 14 年度から見ていくと、英語に関係するところですが、
大変厳しい状況です。平成 14 年度に準 1 級取得者が居ましたが、一番苦しかったのはやはり
実用英検2級の取得者数が減ってきたということです。他の三つの科は段々右上がりなのです。
ところが、国際コミュニケーション科だけは段々右下がりになってきて「一体英語科は何をやっ
ているのだ」ということで、面と向かって言われることはないですが「ちょっと頑張らないか
んよ」ということを結構密かに言われたりしていました。平成 17 年度の状況も先程言いまし
たように、それ程英語関係の資格取得者数は増えてはいませんでした。商業系の部活動の大会、
簿記部とかそれからコンピュータの EDP 部というのがありますが、それらの部活動では毎年
このように素晴らしい成績を修めております。また、「ねらい」の達成度ということで先程申
しました国際コミュニケーション科以外の科ではかなり上昇志向で、生徒達の意識もかなり高
まってきているということが途中まで言えました。
　次に県岐商ビジネス塾というのは一体何かということですが、ここに大学とか専門学校とか
のお名前を書かせていただいています。つまり先程言いました外部の先生方、大学の先生とか
専門学校の先生とか企業の方に外部講師として学校の方へ来ていただきます。岐阜大学の方か
らも今は他大学に替わられたのですが、英語教育の大和先生という方に県岐商の方でスーパー
ティーチャーになっていただき、授業をしていただいたりとかアドバイスをしていただいたり
とか色々ご助言をいただきました。TOEIC 講座、そして英会話とか後は国際関係のお話等を
していただいております。お手持ちの資料の中にもその場面の写真等が入っておりますので、
またご覧下さい。
　同じように英会話学校です。「ジオス」という英会話学校がありますが、そちらの方からネ
イティブの方達に来ていただき、本校の ALT と共同で英会話の授業を定期的に行っていただ
きました。それから、「ふれあい会館」から JICA の方に来ていただき、貿易ゲーム等の勉強
をさせていただきました。パソコンの組み立てとかテレビ会議システムの利用等、こういうも
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のも行っておりました。また、インターンシップもしくは職場見学ということでそれぞれの会
社等へお願いしました。
　「ねらい」の達成度として、生徒たちの感想とか見させていただきますと、確かに「意欲が
高まった」「すごくやる気になった」「資格取得にすごく勉強になった」という話を聞くのです
が、先程国際コミュニケーション科の話にもありましたように、なかなか実用英検のレベルが
上手く上がらなかったというところがあったと思います。それが段々緩やかに右上がりになっ
ていきまして、研究指定が 3 年間あったのですが、この 3 年目にして徐々にではありますけ
ど 2 級が受かりつつありました。自分が最後の年には、何とかクラスの大半で 2 級が受かる
ようになってきたので大変良かったと。英検は 3 回ありますので、第 3 回でぎりぎりに受か
ることができ、生徒達もやっと芽が出てきたということで喜んでおりました。
　今ここに書いてあります「高大連携」ということで、先ほどの中央大学の流れとか、こうい
うものが書いてありますが、ここら辺は英語教育とは少し外れておりますので、早目に次に送
りたいと思います。このような形で高校と大学の連携をしているというように思ってください。
　学びの連続ということで、このような形になっております。
　評価方法は生徒たちのアンケート、運営指導委員会といいますのは、外部の方に指導してい
ただくということで、十六銀行の頭取の方とかそのような経済界の方に来ていただきまして、
いろいろご助言をいただきました。運営指導委員会のご指導がこのようになっております。
　生徒たちの意識としましては、やはり向上した、大変向上したという気持ちがすごく高まっ
てきました。キャリア意識、現在学んでいる資格を生かした職業に就きたいか、これはやはり
商業高校ですので、自分たちが専門にやっていることを将来生かしていきたいという気持ちが
さらに高まってきたと思います。
　進学準備、先ほどの数ですね。やはり工学系、情報系、IT コース、情報処理科の方ですけ
れども、そういう方面に進む生徒も沢山居ります。「経済系商業」と外部の講師の先生からは、
このようにお言葉をいただいておりますけど、二つ目に、授業力ということですね、授業改善
に努めて欲しいということですけれども、何分これは外部の先生方に来ていただいて、例えば
授業をしていただいたりとか、見学をさせていただいたりとか、アドバイスをいただいたりと
か、そういうことが結構多かったです。一つ大事なことで、やはり私たちが高校の教員として
実際に携わっている。接しているのは、やっぱり生徒と携わっているのは、私たちですよね。
だから、その学校にいる先生自体の授業力の向上、そして授業の改善ということが必要だとい
うことをおっしゃられました。これが 3 年間の指定で終わってしまったわけですけれども、継
続をして今もやっているということですが、ここにも書いてある授業力の向上と高度な資格取
得における指導と評価の一体化、働くことの意義ということ。それから下から三つ目の普通教
科の充実。これは自分も普通教科の人間ですので、同じことが言えると思います。やはり英語
だけでなく、数学や社会や理科等その他の科目に関しても、もう少し充実をさせていく必要が
あるということを言っておられました。
　このように本当にいいことばかりだということではないのですけれども、一つ県岐商という
学校がすごく部活動が盛んな学校であるということはご存じだと思いますけれども、自分もテ
ニス部の顧問をさせていただいておりまして、男子でしたけれども毎年県で優勝してインター
ハイへ行って、絶対勝たなければならないという宿命を抱いていました。そういう部活動の顧
問をしながら、このような研究も行いながら、そして当時この研究の発表のときには 3 年生の
担任もさせていただきました。ちょうど今から 3 年前の 10 月、11 月にすべて重なってしまっ
たのです。生徒たちの推薦書と調査書を書かなければならない、そして東海選抜で静岡まで遠
征をしなければならない、それからこの研究発表ということで、1 ヵ月間睡眠時間が 3 時間し
かないという状態で、もうふらふらになって行っておりました。ただそれ以上にすごいのはや
はり生徒達です。生徒達はそれ以上に部活で搾られているわけですから夜は遅いです。授業が
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終わってもすぐに帰らず、勿論毎日部活を行います。平日でも 4 時間の部活です。グラウンド
とかテニスコートには照明が点いておりますので、延々と部活ができます。自分も 9 時、10
時まで部活を行った後、自分の部屋に戻って教材研究やこの仕事等も終えた後、帰るのが 10 時、
12 時というような生活もしていましたが、生徒たちはそれも行いつつ、また朝早く学校へ来て、
朝練習後に授業を受けていました。彼らは一体何時に寝ているのか。学校に来て勉強と部活を
行い睡眠時間は先生より少ないのかなと思っていました。案の定、授業中にうとうとしている
生徒も何人かおりましたし、精一杯頑張っているのに落ちこぼれた生徒はいないのかとか、つ
いていけない生徒はいないのかと思われますが、実際に何人か居りました。そういう生徒たち
は、やはり「ほったらかし」にすることはできませんので、個人的に呼んで追試を行ったりと
か、個人的指導を行ったりするのですが、「絶対 100％」ということは言い切れませんでした。
ただ、その生徒達なりの目標をきちんと達成出来るようにしてあげることが私たちの使命だと
思いました。たとえ英検が準 2 級しか受からなくてもそれは、その生徒達が一生懸命頑張った
ということを評価してあげるべきなのだということです。
　それから、全ての教員がこれに携わっていたわけではありません。やはり商業高校の先生と
英語科の先生がコラボレーションという形で行っていたものですから、どうしても先生方の負
担というものがありまして、なかなか十分、先ほど言いましたように、何でもかんでもやらな
くてはならないという状況が一番負担だったと思います。しかし、生徒達は純粋な生徒が多く
て「これを頑張ったら絶対に志望校に行けるんだ」とか、「受かるんだよ」ということを何度
も何度も励まして行っていると、本当に一生懸命頑張ってくれました。なかなか上手くいかな
い生徒たちに対し、県岐商という学校の中なら絶対に上手くいくのだからということで励ます
ことがやはりプラスに繋がっていったのかなということを思っております。
　次に国際コミュニケーション科に関して中心に行ってきたこと、評価等の纏めが書いてあり
ますので、またご覧おき下さい。
　つたないしゃべりで本当に言いたいことが上手く言えなかったのですけれども、最後にまた
自分の学校に戻るのですけれども、3 年間このように行ってきて、今居る学校が全く 180 度違
う学校ですので、今は生徒指導と教育相談に追われる毎日で、アカデミックな形での英語教育
という場面とは、今ちょっと遠ざかっているなあというところにおります。でも、アルファベッ
トが十分に書けない生徒に対してでも、3 年間やってきてよかったなあ、楽しかったなと思え
るようなものを積み上げていってやれればいいかなあということを思っております。
　今後も先生方のご意見を参考にしていきたいと思いますので、よろしくお願いします。
　以上です。どうもありがとうございました。（拍手）
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講演資料

商業高校における英語教育1

国際コミュニケーション科

1．より高度な資格取得を達成するコースの設置
　国際コミュニケーション科を Super Communication コースとし、以下の検定に取り組んだ。 

① Super Communication コース資格取得目標

・実用英語検定準 1・2 級の合格
・TOEIC 700 点以上の取得
・大学・専門学校進学後等、国際社会で活躍できる人材・国際人の育成

②コースの教育課程
　高校在学中のより早期に実用英語検定準 2 級を取得し、その後 2 級や準 1 級に挑戦したり
TOEIC で高得点を目標にしたりできるよう、より高度な内容を学習できる環境を整える。
　高度な資格取得後は、外部講師の招へいなどにより、国際経済に関する知識の習得や国際社
会を取り巻くさまざまな諸問題について考える機会を与え、豊かな国際感覚を身に付けさせる
とともに、国際社会で活躍できる能力と態度を育成する。

□ 1 年生
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

国　　語 公　民 数　学 理　科 保　　体 外国語 商業
Ｌ
Ｈ
Ｒ

国語総合 現代社会 数学Ⅰ 理科総合
A 体育 保健 英語Ⅰ OC Ⅰ 英語表現 ビジネス

基礎 簿記

　1 年次には外国語の科目を計 7 単位配当し、リーディング・ライティング・スピーキン
グ・リスニングの基礎・基本を身につけさせる。また、「オーラルコミュニケーションⅠ」
では、ALT による授業も毎週取り入れ、英語によるコミュニケーション能力のさらなる
育成を図る。

□ 2 年生
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

国　　語 地・歴 数　学 保　体 外国語 家庭 商業
Ｌ
Ｈ
Ｒ

国現代文 ※国表Ⅰ・
古典 世界史 A 数学 A 体育 保健 英語Ⅱ OC Ⅱ リーディング 英語表現 家庭基礎 会計 原価計算 情報処理

　2 年次には外国語の科目を計 8 単位配当し、到達目標を実用英語検定 2 級の合格に置く。
さらに、同準 1 級や TOEIC 700 点以上にも挑戦させる。また、商業の分野でも日商簿記
検定 2 級、全商簿記検定 1 級などの合格を目指し、英語、商業ともにバランスよく、高
度な資格を取得できるような環境を整える。
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□ 3 年生
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

国　語 地・歴 理科 保体 芸術 外国語 商　業
Ｌ
Ｈ
Ｒ

現代文 ※国表Ⅱ・
古典 ※日・地 ※物・化・

生Ⅰ A 体育 音・美
・書※ 英語Ⅱ OC Ⅱ リーディング※数Ⅱ・英語表

現・国際ビジネス 課題研究 総合実践

　3 年次の到達目標は、2 年次から継続して、実用英語検定 2 級・準 1 級、TOEIC 700
点以上とする。さらに、商業科目等において、国際経済に関する講義、英文によるホーム
ページの作成実習などを推進することにより、生徒の英語や国際経済に対する興味・関心
を高め、豊かな国際人の育成を目指す。

③挑戦した資格
○ 1 年生・・・実用英語検定準 2・2 級（ 6 ～ 7 月）、全商英語検定 2 級（ 9 月）、実用英語検

定準 2・2 級（10 ～ 11 月）、国連公用英語検定Ｃ級（11 ～ 1 月）、実用英語検
定準 2・2 級（ 1・2 月）

○ 2 年生・・・TOEIC IP（ 4 月）、実用英語検定準 2・2・準 1 級（ 6 ～ 7 月）、TOEIC IP（ 7
月）、全商英語検定 2・1 級（9 月）、実用英語検定準 2・2・準 1 級（10 ～ 11 月）、
国連公用英語検定 C 級（11 ～ 1 月）、TOEIC IP（12 月）、実用英語検定 2・準
1 級（1 ～ 2 月）

○ 3 年生・・・TOEIC IP（ 4 月）、実用英語検定 2・準 1 級（ 6 ～ 7 月）、国連公用英語検定 C・
B 級（ 6 ～ 7 月）、TOEIC IP（ 7 月）、全商英語検定 1 級（ 9 月）、実用英語検
定 2・準 1 級（10 ～ 11 月）、国連公用英語検定 C・B 級（11 ～ 1 月）、TOEIC 
IP（12 月）、実用英語検定 2・準 1 級（ 1 ～ 2 月）

④その他
○部活動との連携（Super Communication コースは英会話部と連携）
○評価と指導の年間指導計画と単元別の評価規準の作成
○ＳＢＨ教材の貸与

TOEIC テ キ ス ト、TOEIC 学 習 参 考 書、 Listening 教 材（Speed Learning・English 
Adventure）

○英文によるホームページの作成実習（ 3 年生科目「総合実践」にて）

〔英文ホームページの生徒作品〕
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2．県岐商ビジネス塾の構築
①国際コミュニケーション科ビジネス塾の構築

スーパーティーチャー
岐阜大学教育学部
助教授

　目指せスペシャリストの運営委員として、国際コミュニケー
ション科を総括して指導・助言を受ける

岐阜女子大学
教養・言語センター
助教授・講師

　TOEIC 講座を 1・2・3 年生に対して実施。また、スピーチコ
ンテスト対策講座を 1・2・3 年生に対して実施

名古屋学院大学
教授・助教授

　大学訪問を行い、そこで英会話講義、国際経済講義、施設見
学等を 2 年生に対して実施

株式会社第一システム
会長

　国際関係講義を 2 年生に対して実施

アシスタントティーチャー
名古屋学院大学
非常勤講師

　実用英語検定の内容を踏まえた英会話教室を 1 年生に対して
実施

トライデント外国語
専門学校　講師

　実用英語検定対策講座を 1・2・3 年生に対して実施（準 2 級・
2 級：1 年生、準 1 級・二次：1 ～ 3 年生）

株式会社ジオス
ネイティブ講師

　ネイティブスピーカー 4 名による英会話教室を 2・3 年生に対
して実施

JICA 岐阜県
国際協力推進員

　ワークショップ（貿易ゲーム、ストリートチルドレンなど）
を 3 年生に対して実施

 〔岐阜大学教育学部助教授〕 〔岐阜女子大学講師〕 〔㈱ジオスネイティブ講師〕

3．企業との連携
①株式会社第一システム会長による国際関係講義を実施
　国際的な立場から産業界において活躍できる人材の育成を図る目的で、岐阜市内の企業であ
る株式会社第一システムの会長を招いて、国際関係講義を実施。「海外で活躍する日本青年たち」
と題して、広い視野を持って国際的に活躍すること、世界に挑戦することの大切さを教えてい
ただいた。

② JICA によるワークショップの実施
　岐阜県国際協力推進員を招いて、ワークショップを年に 2 回実施。1 回目は「貿易ゲーム」、
2 回目は「ストリートチルドレン」をテーマにした内容で、発展途上国の経済的立場と先進国
の経済的立場を理解させ、体験を通して豊かな国際感覚を身に付けさせることができた。
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③国際交流センターでのインターンシップ
　国際交流センターでは、英会話講座の準備と講座への参加、センター発行の資料冊子づくり、
電話応対などの体験をした。

 〔㈱第一システム会長〕 〔JICA 岐阜県国際協力推進員〕

4．高・大学等の連携
①名古屋学院大学訪問
　平成 16 ～ 17 年度の 2 年間、名古屋学院大学外国語学部瀬戸校舎を訪問し、英会話講義、
国際経済講義、施設見学等を体験した。

 〔名古屋学院大学での英会話講義〕 〔同大学での国際経済講義〕 〔同大学での施設見学〕

5．高・高等学校連携
①海外研修先（シドニー）のセント・アイビス高校との交流
　国際コミュニケーション科の 2 年生が、8 月下旬～ 9 月上旬に 9 日間の海外研修を実施した。
研修先はオーストラリアのシドニーで、異文化理解や英語によるコミュニケーション能力の向
上を主な目的としている。研修の内容は、現地高校（セント・アイビス高校）での語学研修や
さまざまな交流活動、ホームスティ体験、市内班別研修や牧場体験などである。特に、現地高
校での語学研修では、英会話だけに止まらず、国際経済、オーストラリアの地理や食べ物、生
活習慣などにも触れ、充実した研修ができた。

 〔現地高校での語学研修〕 〔現地高校生との交流〕 〔文化交流会（空手の紹介）〕
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②海外高校（コリンダ高校）との TV 会議による交流
　平成 18 年 2 月下旬に、国際コミュニケーション科の 2 年生が、海外の高校と TV 会議で交
流した。これは、本校生徒数名が県立長良高校へ出向いて一緒に参加させていただくという形
で実現したものである。相手校はオーストラリアのコリンダ高校で、自己紹介、日本の知って
いる都市、日本の TV 番組などについて英語で会話した。緊張しながらも、和やかな雰囲気で
交流することができ、お世話になった研修管理課や長良高校の先生方には、心より感謝を申し
上げたい。

 〔長良高校での TV 会議システムを用いたコリンダ高校との交流〕

6．中・高等学校との連携
①中学生に対して国際コミュニケーション科 PR ポスターを配布
　10 月の中学生一日入学や 11 ～ 12 月の本校商業科教員による中学校訪問において、国際コ
ミュニケーション科 PR ポスターを配布した。中学生やその保護者、中学校の先生方に本校の
教育内容、国際コミュニケーション科の特色などを理解してもらうのに有効な方法であったと
考えられる。

②英語ワークショップに参加
　8 月 18 ～ 19 日の 2 日間、国際コミュニケーション科の 3 年生数名が、岐阜市教育研究所で
行われた英語サマーワークショップに参加した。この生徒たちは皆、自主的に進んで参加し、
英会話を楽しみながら、積極的に取り組んでいた。テーマに沿った英語による寸劇やゲームな
ど、英語によるコミュニケーション能力の向上を目指して、さまざまなコミュニケーション活
動を実践した。
　そのワークショップで、地域の各学校から参加していた多くの ALT や中学生たちと本校生
徒とが交流する機会を得ることができた。このワークショップは、本校の PR や情報交換の場
としても十分効果があったと考えられる。

 〔寸劇の準備・打ち合わせ〕 〔寸劇の披露〕 〔閉会式での感想発表〕
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講演資料

商業高校における英語教育2

国際コミュニケーション科

研究の評価
1．より高度な資格取得を達成するコースの設置 
①ねらいの達成度
　Ⅰ．高度な資格取得をとおした専門性の深化
　　ａ．資格取得状況

　学科に Super Communication コースを設置したことで、より高い資格に目標を設定
し、検定に対する姿勢や学習意欲を大きく向上させることができた。その結果、実用英
語検定 2 級は合格者数が増加傾向にあり、全商英語検定 1 級も平成 17 年度は 1 年前よ
り合格者数が倍増している。
　また、実用英語検定 2 級合格者の中には、準 1 級に挑戦し続ける生徒もいる。その生
徒たちは、不合格ながらも判定Ａまで達しており、次回に向けて意欲的に努力している。

［資格取得状況］ （数字は、国際コミュニケーション科 1 ～ 3 年生の合格者人数）
平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度

実用英語検定　準 1 級 2 0 1 0
実用英語検定　　 2 級 28 13 14 19
実用英語検定　準 2 級 33 29 34 29
TOEIC 700 点以上 （未実施） （未実施） 2 1
全商英語検定　　 1 級 26 21 15 29
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　　ｂ．基礎学力の向上
　より高い資格を目標とするコースを設置することによりそれまで「挑戦目標」であっ
た実用英語検定 2 級が「到達目標」となった。これにより、生徒のモチベーションが向
上し、さらに実用英語検定準 1 級や TOEIC700 点以上へ挑戦する生徒が何人か出るよ
うになった。年間の合格者数は平成 14 年度より減っては入るが、検定の難易度が上がっ
たことや個々の取り組み姿勢から考えると、生徒の学力は決して下がってはおらず、モ
チベーションも高まっていると考えられる。
　また、TOEIC の公開または IP テストにおいて平成 16 ～ 17 年度の 2 年間で、700
点台が 3 人、600 点台が 2 人、500 点台が 10 人となった。全国高校生の平均点が 300
～ 400 点である中、ハイスコアを記録する生徒も何人か出た。

　　ｃ．教育課程について
　1 年次には外国語の科目を計 7 単位配当し、リーディング・ライティング・スピーキ
ング・リスニングの基礎・基本を身につけさせることができた。また、「オーラルコミュ
ニケーションⅠ」では、ALT とのティームティーチングの授業も毎週取り入れ、英語
によるコミュニケーション能力の育成を図ることができた。2 年次には外国語の科目を
計 8 単位配当し、到達目標を実用英語検定 2 級の合格に置いて指導した。さらに、同
準 1 級や TOEIC700 点以上にも挑戦させ、個に応じて目標級を設定しながら、各種検
定に積極的に挑戦させていった。
　また、3 年次には、商業科目等において、国際経済に関する講義、英文によるホーム
ページの作成実習などを推進することにより、生徒の英語や国際経済に対する興味・関
心を高め、豊かな国際人の育成を図ることができた。外部講師による出前授業も年間指
導計画の中に位置づけ、講義、ワークショップ、英会話実践などさまざまな活動が可能
となった。

　　ｄ．アンケートより
（平成 17 年度後期に実施、Super Communication コースの 3 年生対象）

　　Ｑ．SBH 事業の前と後とを比べて、英語の学習に対する意欲が以前よりも増しましたか。

　平成 17 年度卒業生のうち、およそ
95％の生徒が、SBH 事業前（1 年生
初期の頃）と比べると、英語の学習に
対する意欲が増したと感じている。
　入学当初も英語に興味を持っている
生徒は多かったが、当コースでいろい
ろな事業や検定に取り組むうちに、英
語をもっと身に付けたいという思いが
高まり、このような結果になったと考
えられる。
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　　Ｑ．授業以外での英語の学習時間（ 1 週間あたりの平均的な時間）は、SBH 事業の前と
比べて、どれぐらい増えましたか。

　平成 17 年度卒業生のおよそ半
数が、SBH 事業前より、英語の
学習時間が増えたと答えている。
　半数近くは変わっていないと答え
ているが、意欲が増したのは事実で
あり、部活動で時間が取れない生
徒、一人になると勉強に打ち込めな
い生徒も多くいるようである。学習
する機会や教材を与えられるばかり
でなく、自ら進んで取り組む姿勢が
さらに必要であると考えられる。

　　Ｑ．英語の資格取得に対する熱意は、SBH 事業の前よりも増しましたか。

　平成 17 年度卒業生のうち、およそ
90％の生徒が、SBH 事業前と比べる
と、英語の資格取得に対する熱意が増
したと答えている。
　外部講師による出前授業、海外研修
などが、資格取得へのモチベーション
を高める大きな要因の一つになってい
るからであろう。
　今後もこの取り組みを継続し、生徒
の意欲の向上に役立てたい。

　　Ｑ．国際社会、国際経済に対する関心は、ＳＢＨ事業の前よりも増しましたか。

　 平 成 17 年 度 卒 業 生 の 100 ％ が、
SBH 事業前と比べると、国際社会、
国際経済に対する関心が増したと答え
ている。これは、外部講師による出前
授業、海外研修など、さまざまな取り
組みが大きな要因と考えられる。
　今後もこの取り組みを継続し、国際
感覚豊かな生徒の育成に励んでいきた
い。そして、将来、国際社会で活躍で
きる人材として社会に送り出したいと
考えている。
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　　＜ SBH 事業を受けた生徒の感想より＞

　この事業は、ちょうど私たちの代が中心となって受けられるので、とても幸運な
ことであり、ありがたいと思いました。それぞれの講師の先生の講義はとても分か
りやすく、楽しく学習できました。今回受けさせていただいた講義の学習内容を活
かしてスペシャリストを目指し、これからも一生懸命学習に取り組んでいきたいと
思います。

　上記の生徒の感想からもわかるように、コースを設置したことにより、外部講師の派
遣や資格取得の位置づけが明確になり、さまざまな事業に取り組みやすい環境が整った
といえる。外部講師の先生により、生徒の意識に「もっと勉強したい」と言う気持ちが
芽生えてきたことも事実である。外部講師を招へいすることは、生徒の意欲・関心を高
めるのにたいへん有効な方法であったと考えられる。

　　ｅ．教員の連携
　商業高校としての国際コミュニケーション科における商業科教員と英語科教員の連携
も、この「目指せスペシャリスト事業」の成功につながったと考えられる。商業と英語
の接点をうまく活かし学習することによって、いっそう国際感覚を磨き、国際問題に関
心を抱かせることができたと思われる。
　今後とも商業科と英語科のコラボレーションを継続していきたい。

　Ⅱ．望ましい職業観・勤労観の育成
　資格取得の学習や外部講師の講義などを通して、英語や国際関係のビジネスに興味・関
心を持たせることができた。また、商業科目である「総合実践」などの授業を通して、ビ
ジネスマナーの習得や責任感を身に付けさせることができ、生徒は働くことの厳しさや尊
さを理解するようになった。

　　［アンケートより］
（平成 17 年度後期に実施、Super Communication コースの 3 年生対象）

　　Ｑ．各種目指せスペシャリスト事業を受けることで、進路意識が高まりましたか。

　平成 17 年度卒業生の約半数が、目
指せスペシャリスト事業を通して進路
意識が高まったと答えている。
　特に、国際関係のビジネスに興味を
抱いたり、国際情勢に関心を持ったり
することができるようになったこと
が、意識の高揚につながったと考えら
れる。
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　Ⅲ．生涯学習の基礎的な資質の育成
　卒業後上級学校へ進学し、英語関係や国際関係分野のスペシャリストを目指す生徒が増
加した。また、卒業後でも実用英語検定や TOEIC に挑戦し続けたいと考える生徒もみら
れるようになってきた。特に、平成 17 年度卒業生に関しては、卒業間際の実用英語検定
にも多数が受験するなど、最後まで資格取得に挑戦し続けようという姿勢がみられた。

　　［アンケートより］
（平成 17 年度後期に実施、Super Communication コースの 3 年生対象）

　　Ｑ．高校時代学んだ英語や国際経済の知識は、今後あなたの人生のどこかで役に立つと思
いますか。

　平成 17 年度卒業生の約 90％が、高
校時代に学んだ英語や国際経済の知識
が将来に役立つと答えており、半数以
上がそれを強く感じている。
　また、英語を学ぶのは単に資格取得
や進路目標達成のためだけではなく、
英語をコミュニケーションの道具とし
て捉え、将来、いろいろな国の人とコ
ミュニケーションをしたいという意識
が高まったと考えられる。

　　Ｑ．卒業後も各種英語検定やTOEIC、その他商業に関する資格に挑戦していきたいですか。

　平成 17 年度卒業生の約 70％が、高
校卒業後もいろいろな資格に挑戦して
いきたいと考えている。
　生涯学習の基礎的な資質を育成する
という観点からみても、望ましい結果
といえる。さまざまな資格取得に挑戦
してきた中で、卒業後も自分の可能性
をもっと試したいという気持ちの表れ
であろう。
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　　取得したい資格（複数回答可）

実用英語検定準 1 級 多数 　今後、取得したい資格として、英語
以外の分野もいくつか挙がってきてい
る。会計士、秘書、旅行業務取扱責任
者などその目標も多種多様で、さまざ
まな資格へのニーズがあることがわか
る。

TOEIC でのハイスコア 多数

公認会計士 2 人

秘書検定 1 人

旅行業務取扱責任者 1 人

漢字検定 1 人

公務員 1 人

　Ⅳ．進路状況（過去 4 年間）
　Super Communication コースの進路状況をみると、約 80 ～ 90％が進学している。進学
の内訳をみると、進学者の内 50％～ 60％の生徒が、外国語または国際関係学部へと進学
している。また、進学者における外国語・国際関係学部への進学率は当研究を始めて以降
増加傾向にある。
　具体的な学部名は、「外国語」や「英語」の他、「現代国際」、「国際文化」、「国際言語」、

「国際コミュニケーション」などさまざまで、進学していった生徒は皆、将来国際社会で
活躍したいという夢を持ち、向学心に燃えてがんばっているようである。

　Ⅴ．部活動との連携 
　Super Communication コースの生徒の多くが「英会話部」に所属しており、本校の
ALT の協力を得て英語スピーチコンテストに取り組んだ結果、当研究の成果が表れてき
た。

　　［コンテストの成績］
　　 　 全国商業高等学校協会主催　英語スピーチコンテスト　岐阜県予選
　　 　 平成 15 年度　レシテーションの部　　優秀賞
　　 　 平成 16 年度　レシテーションの部　最優秀賞（全国大会出場）
　　 　 平成 17 年度　レシテーションの部　　優秀賞

2．県岐商ビジネス塾の構築 
①ねらいの達成度
　Ⅰ．高度な資格取得をとおした専門性の深化

　教育課程上の年間指導計画にビジネス塾を取り入れることにより、生徒の英語学習に対
するモチベーションを高めることができた。具体的には、さまざまな外部講師の講義によっ
て、英語学習に対する意欲・関心が高まり、家庭で英検の問題集に取り組むなど、積極的
に英語の実力を身に付けようとする生徒が増加した。また、ALT や留学生に積極的に話
しかける生徒、地域の英語研修活動に進んで参加する生徒なども多くみられるようになっ
た。

　　［アンケートより］
　　Ｑ．外部講師招へい事業で、自分が 3 年前と変わったと思うところはどんなことですか。

（平成 17 年度後期に実施、Super Communication コースの 3 年生対象）
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・国際協力について考えられるようになった。
・世界情勢をもっと知りたいと思うようになった。
・英語の本を読むようになった。
・英会話を意欲的にしようという気持ちが増した。
・自分がどのような進路に進むべきかを考えることができた。
・国際的に活躍する職業について関心を持つことができた。

　　Ｑ．外部講師の先生による講義を受けた感想（各講義のアンケートより）
（平成 15 ～ 17 年度に実施、Super Communication コースの 1 ～ 3 年生対象）

・勉強することに積極的になろうと思えた。勉強の仕方次第で勉強が楽しくなる
とわかったので、まず計画を立て、やってみたいと思った

・講師の先生（ネイティブスピーカー）に自分の英語が伝わるのはとてもうれし
く、もっと話せるようになりたいと感じた。

・このゲームは本当に世界の状態をよく知ることができて、とても勉強になった。
もっともっと貧しい国について知って、どうしていくべきか考えたい。

・今まで、どのように勉強していいのかわからず困ったけど、今日の講座に参加
することにより、できるかもしれないと思うことが多く、やる気が出てきて良
かった。

　Ⅱ．望ましい職業観・勤労観の育成
　現在学習している英語やその資格が、将来、国際社会やビジネスの場において、どのよ
うに活かされるかについて講話を頂くことにより、学習への動機付けがなされた。また、
いろいろな講義を通して、コミュニケーションの大切さや、自ら意思決定し責任を持つこ
との大切さなど、社会人として求められる資質についても話を聞くことができ、職業観・
勤労観を育成することができた。

　　Ｑ．外部講師招へい事業で、社会人としてどのような資質が大切だと感じましたか。

・ビジネスマナー
・挨拶の大切さ
・人との接し方
・コミュニケーション能力の大切さ
・いろいろな知識を得ることの大切さ
・英語ができれば世界が広がること

　外部講師から社会人として大切なこ
とを多く学び取っているということが
わかる。この事業が生徒たちにとって、
望ましい職業観・勤労観の育成に大き
く役立ったと考えられる。

　Ⅲ．中・高・大等連携体制のあり方についての模索
　研究 2 年目を終えてから、それまでの反省により、本校の英語科教員と外部講師との役
割が明確に分けられることになった。すなわち、資格取得に向けた英語の指導そのものは
本校の英語科教員が行い、英語学習の動機付けや豊かな国際感覚の育成に向けては、外部
講師の力を借りるというものである。
　研究 3 年目からは、実用英語検定の外部講師は招へいせず、TOEIC の外部講師のみと
した。それ以外の外部講師の招へいは、主に英語学習の意欲向上を目的としたものとし、
その実践により生徒の高度な資格取得へとつなげることができた。
　また、このことは、本校の英語科教員の授業改善、指導内容の見直しなどにもつながっ
た。外部講師の出前授業に頼るばかりではなく、自らの指導力向上に向け一層の研修に励
もうとする雰囲気が見られるようになってきた。この事業は英語科教員の意識改革にも大
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きな影響を与えたといえよう。

3．企業との連携 
①ねらいの達成度
　Ⅰ．高度な資格取得をとおした専門性の深化

　実際に海外で活躍する青年の話を聞かせることにより、英語学習への動機付けが行われ
た。また、現在自分が学習している英語が将来にどう結びつくのかを理解させることによ
り、英語を学ぶ意義を再認識させることができた。

Ⅱ．望ましい職業観・勤労観の育成
　第一システムの会長による講義の中に、「海外で活躍するには、勇気・情熱が必要であり、
そのために、相手と会話ができる語学力を必要とする。」という話があった。この話は生
徒にとって、なぜ英語を学習するのかがよく理解でき、かなり刺激を与えることができた
と評価している。
　また、JICA のワークショップにおいても、疑似体験をさせることによって、発展途上
国の経済的立場と先進国の経済的立場について理解させたり、ストリートチルドレンなど
世界を取り巻く諸問題について真剣に考えさせたりすることができた。
　国際交流センターでの就業体験は、県の国際交流事業の一端を担い、国際社会に目を向
けさせ、望ましい職業観・勤労観を育成することをねらいとしていたが、希望者がおらず
研究 1 年目でしか実施できなかったのが残念である。

　Ⅲ．生涯学習の基礎的な資質の育成
　これらの体験により、英語を学習する意義を再認識させるとともに、国際的な視野を広
めることができた。ほとんどの生徒が英語によるコミュニケーション能力と国際感覚を身
に付けることの大切さを実感しており、本校卒業後もそれに向けて努力したいと答えてい
る。

4．高・大学等の連携 
①ねらいの達成度
　Ⅰ．大学訪問の成果

　大学を訪問して、大学教授や講師の先生の講義を直接受け、ほとんどの生徒が、もっと
英語を学習したいと感じることができたようである。将来のことや現在やらなければなら
ないことがわかり、生徒にとって大変有意義な内容となった。今後も大学との連携を図り、
この事業を充実させたい。

5．高・高等学校連携 
①ねらいの達成度
　Ⅰ．海外研修の成果

　国際コミュニケーション科の 2 年生によるオーストラリアへの海外研修では、異文化理
解や英語によるコミュニケーション能力の向上を図ることができた。初めは、現地高校生
やホストファミリーと英語で話すことに戸惑いや不安を感じているようであったが、日が
経つにつれて積極さが増し、自らコミュニケーションを取ろうとする姿が見られるように
なった。
　また、オーストラリアならではの自然や文化にも触れ、生徒たちはひと回りもふた回り
も大きく成長したと確信している。帰国後には、海外研修によって英語の学習に対する興
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味・関心が高まったという声が多く、コミュニケーションや国際理解の大切さを肌で感じ
取ることができたようである。さらに、
　その後もセント・アイビス高校の生徒と英語でメール交換をしている生徒が何人かおり、
これまで学習してきたことが実践的に活かされているようである。

　Ⅱ．TV 会議による交流の成果
　研究 3 年目には、研修先のセント・アイビス高校とのＴＶ会議システムを利用した交流
を計画していたが、現地の事情により実現させることができなかった。しかし、オースト
ラリアの他の高校との TV 会議による交流を模索していたところ、研修管理課や県立長良
高校のお陰で、TV 会議による海外高校との交流が実現できた。
　相手校であるコリンダ高校と英語で会話した生徒たちからは次のような感想を得た。

・やったことのないことが経験できて、とても良かった。
・今後再びできるなら、お互いにもっと英語をたくさん使った交流をしてみたい。
・遠くても、相手の顔や表情が見え、場の雰囲気がわかるので良い。
・コリンダ高校の生徒たちは予想以上に日本のことをよく知っていた。

　TV 会議による交流にもっと多くの時間を費やしたい、もっといろいろなことを英語で
やりとりしたいという声も多くあり、これを機に、英語によるコミュニケーション能力の
向上に励もうとする生徒が増えることが期待される。

6．中・高等学校との連携
　中学校に対して配布した PR ポスターにより、中学生やその保護者、中学校の先生方に本校
の教育内容、国際コミュニケーション科の特色などを理解してもらうことができたと考えてい
る。今後、入学後のアンケートによりその効果を検証したい。
　また、夏休みの英語サマーワークショップで多くの中学生たちと交流できたことは、本校の
PR や情報交換の場としても大変意義深いものである。この効果についても、ワークショップ
参加者が本校へ入学した後にアンケートを実施して検証したいと考えている。
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講　　演

岐阜大学の英語教育
─── 事例紹介 ───

岐阜大学教育学部英語教育講座
准教授　巽　　　　　徹

　教育学部の英語教育講座の巽と申します。
　きょうは岐阜大学の英語教育ということで話すはずですけれども、岐阜大学には昨年度から
お世話になっておりまして、岐阜大学の英語を全部語り尽くせる自信はございませんので、自
分がやっている授業を紹介するということで、それが岐阜大学にふさわしいかどうか皆さんに
お聞きしたいということでお願いできればというふうに思っています。
　岐阜大学にお世話になる前、昨年度の前はイギリスの方におりまして、うちの裏庭から見た
景色がこの景色ということですけれども、岐阜とそう大して変わりはないかなあという感じは
しますが、懐かしいなあと思っております。
　自分がさせていただいている授業は、特にここに書かせていただいたとおり、アウトプット
を重視しているというつもりで、アウトプット重視の英語の授業と。具体的には、「Group 
Work Reporting」という活動を学生の方にさせている授業ですけれども、それについて紹介
させていただきたいと思います。
　まず、自分の理解が間違っているといけないので、岐阜大学の英語教育ということで、全学
共通教育の英語はこういうのがありますと。これで合っているかどうかいというのを確かめて
いただきたいのですけれども、1 年生へ入ってきた学生が英語Ａ 1 を前学期にとって、英語Ａ
2 というが後学期にとっていると。そして、それぞれの科目はこんなようなねらいでやってい
るはずというふうに思っております。それから、英語Ｂという種類を選ぶチャンスもありまし
て、英語Ｂの方が 2 単位、こんなような中身で行われていると。私は英語Ａ 2 というのを今
は担当しております。それから、他に担当させていただいている科目は、このような科目です。
教育学部で課している科目ですけれども、教育科目の開講科目、教養基礎の中に入っている外
国語コミュニケーションという科目があります。それにⅠとⅡというのがありますけれども、
そのⅡの方を担当しております。それから、英語コミュニケーションⅠとⅡというがありまし
て、各 2 単位ですけれども、これは英語教育講座の専門科目であり、それから英語の免許を欲
しいと、取りたいという学生の免許の教職の科目にもなっております。ですので、これから紹
介する内容は、岐阜大学全体の英語ではなくて、ここの中のことだけで申し分けないのですけ
れども、そこでしかお話しできないですが、そういった範囲だということで聞いていただけれ
ばとに思います。
　最初に、どうしてアウトプットなのかということですが、三つありまして、一つは、先ほど
からお話しいただいている高校から上がってきた学生の今までの学習からということですね。
二つは、アウトプットすると、中心にやると、こんなことがいいんじゃないかという、信じて
いることがあって、それが二つ目。それから、先ほども遠藤先生のお話の中にありましたが、
文部科学省の方で最近言っておられる新学習指導要領の中でいわれているようなこと、この三
つのことからアウトプットを重視したらどうかなあというふうに考えました。
　一つ目は、1 年生に入ってきた学生にいろいろ話を聞いたりアンケートをとったりしてみる
と、今までの学習はやっぱりこういったことが多かったと。読解が中心であったり、文法問題
を解くということが多かったり、訳したり、リスニングの問題をこなすということが多かった。
つまり、岐阜大学に入ってくる学生たちの今までの学習歴の中では、どちらかというとインプッ
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トに重視されていたのかなということで、じゃあ足りない分、アウトプットの方を少し強調し
てあげると、ちょうどバランスよくなるのかなあということが一つ。
　それから二つ目は、アウトプットをすると、きっとこんなことがあるじゃないかというふう
に考えてみました。一つは、自分が言いたいということと、本当は言えることに差があります
ね。言いたいけれど言えないというところで、じゃあ言いたいことが言えるようにするために
何が必要だと。何が必要かなあというのに気がつくと。それから、アウトプットするというこ
とは、聞いて分かる、読んで分かるよりも、きっとすごく負荷がかかるのです。その頑張って、
頑張り切らないと、言えない、書けないというときに、何か今まであった力が「びよっ」とは
み出てしまうというか、今までの持っていた力以上に伸びてしまうということが起きないかな
あと。それから、自分が使ってみると、あっ間違っているとか、自分が使ってみて初めて正し
いのかどうかということが気付くのではないか。それから、先ほども言ったのですけど、理解
することと、自分で文を作ったり、言ったりという、何か違う力を使っているような気がする。
アウトプットするわけですから、何回も何回も言わないと、あるいは練習しないといけないわ
けで、そうするうちに段々自動的に言葉が出てくるようなことが起きるのかなあということで
二つ目は考えてみました。
　三つ目は、先ほど遠藤先生からも、そのままですが、今までは文部科学省は、前の学習指導
要領では、聞く、話す、音声重視と言われていたのですけれども、これからは四つの技能を総
合的に育成することということをあちこちで強調しています。四つの技能というと、聞く、話
す、書く、読むですけど、四つを箱の中にとにかく入っていればいいのだという、並べておい
てということではなくて、それぞれが何かくっついていると、どこかで何か有機的に絡まって
いるようなことをやれというふうにどうやら言っているような理解をしております。ですので、
四つ上手にきれいに並べているというよりも、四つが何か複雑にどこかで交わっているような
機会を学習者に与えることで、何か少し英語の力が伸びるのかなという予感ですね、それでもっ
てやってみました。ですから、アウトプットといっても、言っているとか、書いているとかだ
けやりゃいいのだという気持ちではなくて、自転車の中にあるタイヤのように、今まで育てて
いただいたインプットの部分をアウトプットするための、何か上手に絡めていくことに効果が
あるのかなあというふうに思っています。
　実際やったことは、これからご紹介いたします。こういうことなのですが、グループで働い
て、レポートをしようということですが、ちょっと小さいので見えにくいですけど、実際やっ
たのはこんなことをやっています。3 人組ぐらいのグループをつくって、グループの中で代表
を決めました。こんな感じですね。それで、教師の方は、寒いですけど、教室の外、廊下にい
て、廊下の外に 1 人だけグループから学生を呼び出して、英語で話を何か伝えます。ある話を
伝えるのですが、その話を英語で聞いた学生は、部屋の中に戻って、残りのメンバーに、今聞
いてきたことを英語で伝言するということです。短い話だったらすぐ伝わりますけど、これが
結構長い意地悪な話になってくるとなかなか難しいですね。ここで、フルパワーで頑張ってい
ただかないと伝えられない。聞いている人は聞いていてただぼうっとしていてもしようがない
ので、聞いている人は聞いた内容を英語できちんと書き取ってくださいと。これで完結すれば
いいですけど、ほとんど伝わらないですね。また後で紹介しますが、全然伝わらない。1 人じゃ
絶対無理なので、じゃあ 2 番目、次の人をもう一回言って同じように聞いていらっしゃいと。
戻ってきたら、同じように伝言してください。リポートしてください。3 番目も 4 番目も同じ
と。みんなでやるとそのうちストーリーが段々見えてきて、話ができてくると。4 人で協力す
ると、英語で何となく話全体がつくり上げられて、こんな話かというのがわかる。ここで終わっ
てしまってもいいですけれども、ただここで終わってしまうとインプットの方が少し足りない
ですので、僕が使ったのは、実は英字新聞の記事ですけれども、英字新聞の記事をネタにして
話を作りました。そのもとの記事を学生たちに戻します。そうすると、4 人で力を合わせても
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まだ足りなかった部分があり、あるいはこんな表現を使っているのか、こんな言い方があるの
かということで、自分の書いたあらすじをもう一回見直す時間をつくりました。
そうすると、最初から読めというよりも、随分表現や言葉の語順や、それから文法の使われ方
とかにやや注意を向けてもうちょっと読み直すことができたようです。そして、粗筋を書き直
して最後に提出というようなことをやってみました。
　何でこんなことをやったかという理由は先ほどお話ししたとおりなのですけれども、とにか
く四つあるいろいろな技能をばらばらに箱に詰めておくのではなくて、それを何かつなげて一
遍に鍛えられないかなあと。ついでに中身だけじゃなくて、ストーリーがややおもしろいねと
いうことではなくて、英語の表現自体にも注意が向く。そうすると、英語の力が少しつくので
はないかなあと。こんなような英字新聞の、これがネタですよね。三面記事みたいな感じなの
ですけれども、実際使った話はこんなような話です。
　あるイギリスの中・高一貫校で、ランダムな麻薬の、最近大学でも話題ですけど、ドラッグ
テストをやったと、いきなり適当にランダムに。この学生さん、すごく真面目な子ですけれど
も、あんたはドラッグをやっていると。ポジティブな結果が出てしまって、先生もびっくりし
ましたけど、一応テストの結果は黒。結果だけ先に言うと、本当は彼女はやっていなくて、こ
の歯磨き粉に入っている化学物質がちょっと検査結果にひっかかったらしいのですけれども、
文部科学省は学生がドラッグをやっているので、まず唯がやっているか見つけて、その学生を
助けようと。こんなような用具を使って、やった結果がポジティブ。でもテストは他の学生の
目の前でやったものですから、彼女はかなり恥ずかしかった。親が呼ばれて、しかもよりによっ
て使っていたドラッグがクリスタルメスといって、カナビスどころじゃない、すごくきついも
のだというふうに出てしまって、親は慌てて医者に連れていったら、実は断然、白だというこ
とがわかったのですが、学校から無実のオフィシャルレターが来るまでに数週間かかり、その
間はずうっとほかの学生から白い目で見られてかわいそうにという、みんなはそんないい加減
なテストはやめろと言っているというようなお話ですけれども、そういったものが英語で伝わ
り、書くというような授業をしております。
　実際、岐阜大学の学生は、こういう活動をやるとどんなふうになるかということですけど、
まず話の内容はできるだけわかりやすい英語、優しい英語で、英字新聞のままの言葉じゃなく
て、少し言い変えたような形でしますので、廊下で寒い中聞いた学生は、大体こんな感じです
ね。レベル差はありますけど、ちょっとだけという学生もいますが、とりあえず何となく。そ
の子たちがレポートを英語で伝えるときに、こんなタイプがいるわけですね。最初のうちは、「最
後の笑顔」で勝負タイプがかなりいますが、段々根気強くやっていくと、キーワードタイプ、
それから内容重視タイプ、この辺が段々増えてきて、写メールタイプは大体空中分解している、
全部やろう、何とかと思っても無理という感じですけどね。それで、学生の頭の中、心の中で
は、多分こういった心の動きというか、頭の働きになっていると思うのですけれども、そこに
先ほどの元の記事を、それから友達がレポートしてくる話す言葉というのが、恐らく有効なイ
ンプットとして働くのかなあという気持ちです。実際に学生のレポートなんかを見ていただく
と、最初はこのように、文字は見えないと思いますけど、何か羅列したものが書いてあったり、
ずんぐりむっくりの絵が書いてあったり、とにかく何か形に全くならないものが、友達のレポー
トを聞いていくうちに段々形になり、そしてもと記事を読んで仕上げることで、一応まとまっ
たストーリーが再生できると。そこで終わってしまうとまたおもしろくないので、そのまとまっ
た内容について、最後の方ですけど、コメントとして、自分の意見が述べられるような形にま
で段々育ってきたかなあと。そのコメントや自分の考えが書ける、ここをこの後はどんどん伸
ばしていきたいなあというふうに思っています。
　さっき元の新聞記事を渡したということですけど、ここでは幾つか注目していたのは、何を
注目しているのかなあ、学生は何に目を付けているのかなあ、書いた紙をいろいろ見てみると、
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まだ途中ですけど、三つぐらい今のところ学生の目が向いているのはこんなところかなあとい
うふうに思いました。最初に力を合わせてつくったもの、そして読んでもう一回書き直したも
のを比べると、まず自分の書いたものは違うと直しているタイプ。それから最初に書いた表現
よりも、もうちょっといい表現というが分かって使っている。例えば、最初に唯ちゃんが何処
どこへ行きましたと。すごく急いで行ったのですけれども、She went to 何処どこと書いてあ
るのが、読んだ元の記事を見ると、山の上からもう大急ぎで降りましたと、She scramble 
down 何とかという表現に変わっていたり、この言い方がいいなあというのをぽっと持ってき
たり、あるいは話の中で抜けていた情報を足していると、このようなことが起きているようで
す。この辺はもう少し詳しく調べているところです。
　それで、そんなのが段々できてきたら、今度は「Group Work Reporting」の「ADVANCED」
というのをチャレンジさせます。自分がいつも情報の発信者となる。発信者となるには、学生
がいっぱい英字新聞を読んで、その中でおもしろいネタを探さなくちゃいけない。相当いっぱ
い読まないとおもしろいネタに出会わないですけど、その話を要約して、そして練習を一生懸
命積み重ねて、僕がやっていた役を今度は学生がやるということですね。すらすら行ければい
いのですけど、まだそこまでは行っておりませんが、こんな感じでやって、他の学生から聞い
てまたレポートしているということですね。これが、今の学生は、自分で読んでまとめたもの
を読みながら伝えていましたけれども、この紙がいずれ「ひゅっ」となくなって、絵を見なが
らプレゼンテーションになるようになっていけばいいなあということですね。
　それで、「Group Work Reporting」をやっていると、学生の気持ちとしてはこんな感じ。すっ
きり感がどれだけすっきりしているか分からないですが、一応取り組んでくれた学生たちの声
を上げてみると、こんなようなことを言っております。
　アウトプットしろと言っても、ゼロからやれと言っていませんので、2 番目に書いたように、
一から自分の言葉にするのではないので負担は軽いのだけれども、でもやっぱり自分の持って
いる力を総動員しないと相手になかなか伝わらない。その総動員するときに、何か力が伸びた
りするのかなあと。
　最初の方のように、活動の間に頭の中が英語でいっぱいになってくれていれば本当に英語の
教師としてはうれしいなあというふうに思うわけですけれども、こういったことを積み重ねる
と、恐らく英語の力が段々染み込むような形でついてくるのではないかなあというような気が
しております。以上でございます。（拍手）
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教養教育推進センター

副センター長挨拶
中川　一雄

　ＦＤを終えたばかりの今、今日の議論を包括的に
纏めることはできないと思うのですが、司会者とし
て幾つかポイントを指摘したいと思っています。今
日は、高等学校での学習の実情と大学での教育の一つの事例ということで、今日の資料の最初
の方にありますように、グランド・プランはどうあるべきかとか、英語教育のカリキュラムは
どうあるべきかとか、それを担保する組織はどうあるべきかなどという、「そもそも論」まで
は立ち入らなかったのですが、ただ結果的には、私や伊藤 徳一郎先生が考えていたように、
事例や実情を報告する中で、案外本質的なことが皆様に伝わっていったのではないかと思いま
す。そういう意味では、本来的な Faculty Development という、教育能力を少しでも高める授
業の改善につなげるということが、幾つかの点で参加された先生方の心に残ったのではないか
と思っております。
　その幾つかのポイントについて言えば、高校の場合ですと、例えば県立岐阜商業高等学校の
場合がいい例だったと思うのですが、はっきりとした学習目標を掲げて、そして、それに対し
て十分な時間を当てることが必要であること。県立岐阜商業高等学校の場合ですと、週 30 時
間程度の中の 3 分の 1 弱を英語の授業に当てている実情が報告されました。つまり、学習量
をしっかり確保することが最も大切な事の一つだということが分かりました。また、学習課程
全体のなかに英語学習のプログラムを位置付け、組み込むことの必要性も理解できたと思いま
す。4 － 6 年一貫の各学部カリキュラムのなかでどのような英語力が必要なのか、そして、そ
れを担保するカリキュラムや組織はどうあるべきか、TOEIC などの得点目標を学習の中心に
位置付けることの是非など、今後の議論に必要な課題も明確になってまいりました。
　巽先生の報告からは、学生達はやはり何か作業すること、あるいは積極的に、授業の中で受
け身的だけではなくて、能動的に参加し活動することに学習する喜びを感じるものだというこ
とも教示されました。これは、学習意欲を喚起するためには随分大切なことだと思われます。
以上のようなポイントが、今後岐阜大学においても具体化されるグランド・プラン創りに反映
される形で、早急に各部局等でも議論や検討が迫られると思います。そこに今回のＦＤが生か
されればと願っています。
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教養教育推進センター長挨拶
岐阜大学副学長　　　古田　善伯　（数学・附属学校担当理事）

　長時間に渡り、講演、意見交換等、ありがとうご
ざいました。
　講師の先生方には、各高等学校の英語教育の現状、
取り組み等、大変貴重なお話しを賜り誠にありがと
うございました。
　本学学生の英語力は他大学に比べ低いのではないかということもあり、本学の英語教育につ
きまして、大学教育委員会の下に設置いたしました ｢学士課程教育の構築に関する検討ワーキ
ンググループ｣ において、今後、大学として学生の英語力をどう高めていくかというところの
取り組み、大学全体としてどう進めて行くべきか、検討を進めております。
　大学教育、1 年生から 4（6）年生の教養・専門教育を通した一貫教育の中で、学部として
学生に身に付けさせたい英語力について、各学部の担当の先生方を中心に十分に話し合ってい
ただき、全学で取り組み、岐阜大学の英語教育体制の整備を図って行きたいと思っております
ので、よろしくお願いいたします。
　本日は、大変ご苦労様でございました。
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「
平

成
20

年
度

 第
2

回
教

養
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
Ｆ

Ｄ
研

究
会

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
票

」
の

参
加

者
感

想
等

N
o

1．
Ｆ

Ｄ
研

究
会

全
体

の
内

容
等

2．
講

演
「

高
等

学
校

の
英

語
教

育
」

3．
「

岐
阜

大
学

の
英

語
教

育
－

事
例

紹
介

－
」

4．
そ

の
他

、
教

養
教

育
（

全
学

共
通

教
育

）
全

般
に

関
し

、
　

  要
望

・
意

見
等

1

TO
EI

C
の

ス
コ

ア
を

数
値

目
標

と
す

る
こ

と
は

、
大

学
教

育
と

は
全

く
無

縁
で

あ
る

こ
と

が
よ

く
わ

か
っ

た
。

TO
EI

C
な

ど
、

専
門

学
校

に
で

も
や

ら
せ

て
お

け
ば

よ
い

。
大

学
で

行
う

べ
き

教
育

で
は

、
英

語
の

楽
し

さ
（

文
法

等
を

含
め

）
を

教
授

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
一

般
的

に
「

数
値

目
標

」
が

事
の

重
要

性
を

な
い

が
し

ろ
に

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
が

よ
く

分
か

っ
た

。

大
学

入
試

が
い

か
に

高
等

教
育

を
ダ

メ
に

し
て

い
る

か
よ

く
わ

か
っ

た
。

5（
東

大
）

50
（

名
大

）・
・

・
と

い
う

の
は

、
県

教
委

の
意

向
を

先
取

り
し

て
出

て
き

た
も

の
だ

ろ
う

か
。

2
級

取
得

を
全

生
徒

に
要

求
す

る
。

容
易

に
取

得
で

き
な

い
場

合
は

、「
取

得
」

す
る

た
め

の
「

技
術

取
得

」
が

目
的

化
す

る
こ

と
に

な
る

。
大

学
教

育
と

は
全

く
異

質
な

も
の

で
あ

る
。（

や
は

り
専

門
学

校
か

）

「
大

学
の

学
問

を
教

育
す

べ
き

で
は

な
い

か
」

と
い

う
北

高
の

先
生

の
言

葉
を

頭
の

片
方

に
置

い
て

お
く

の
で

は
な

く
、

き
ち

ん
と

中
心

に
す

え
る

べ
き

で
あ

る
。

TO
EI

C
か

ら
一

度
離

れ
て

、
真

の
語

学
教

育
を

開
か

れ
た

場
で

議
論

す
べ

き
で

あ
る

。
県

岐
商

の
話

で
わ

か
っ

た
よ

う
に

資
格

（
TO

EI
C

ス
コ

ア
）

は
、

大
学

を
専

門
学

校
に

変
質

さ
せ

る
道

具
と

な
る

。
大

学
の

関
連

委
員

会
が

推
進

す
る

こ
と

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

2

英
語

教
育

で
は

「
英

語
が

好
き

」
で

あ
る

こ
と

が
、

一
番

重
要

か
も

し
れ

な
い

と
認

識
し

た
。

高
校

で
教

え
ら

れ
て

い
る

英
語

の
具

体
的

内
容

が
よ

く
わ

か
ら

な
か

っ
た

。
岐

阜
北

の
先

生
は

、
目

に
見

え
る

成
果

と
し

て
テ

ス
ト

を
多

用
し

て
い

る
と

の
話

で
あ

っ
た

が
、

も
う

1
人

の
先

生
は

単
な

る
高

校
の

紹
介

で
、

英
語

教
育

に
つ

い
て

は
具

体
性

が
な

く
参

考
に

な
ら

な
か

っ
た

。

3

今
後

、
各

教
科

に
つ

い
て

の
研

究
会

が
必

要
と

感
じ

た
。

岐
阜

北
高

校
に

お
け

る
英

語
教

育
に

つ
い

て
、

わ
か

り
や

す
く

説
明

し
て

い
た

だ
い

た
。

ゆ
と

り
世

代
に

な
っ

て
か

ら
の

教
育

内
容

の
変

化
に

つ
い

て
も

ま
た

別
の

機
会

に
お

話
し

い
た

だ
き

た
い

。
華

陽
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
高

校
の

先
生

の
話

に
つ

い
て

も
英

語
教

育
重

視
の

方
針

が
よ

く
わ

か
っ

た
。

国
際

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
科

の
設

置
理

由
に

つ
い

て
は

、
他

校
と

の
競

争
の

た
め

で
し

ょ
う

か
。

工
学

部
化

学
系

で
は

論
文

を
読

む
た

め
の

英
語

が
中

心
と

な
る

の
で

、
コ

ー
ス

分
け

も
必

要
か

と
感

じ
た

。

4

非
常

に
興

味
の

あ
る

内
容

で
し

た
が

、
岐

阜
大

学
と

し
て

ど
う

考
え

、
ど

う
具

体
的

に
生

か
す

か
に

つ
い

て
ま

だ
ま

だ
多

く
の

議
論

が
必

要
だ

と
感

じ
た

。

大
学

入
試

が
高

校
で

の
英

語
教

育
を

大
き

く
ゆ

が
め

て
い

る
と

感
じ

た
。

2
次

試
験

に
英

語
を

入
れ

な
い

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

（
岐

阜
大

学
だ

け
と

い
う

意
味

で
な

く
、

全
国

の
大

学
で

そ
の

よ
う

に
す

る
）。

「
to

ol
」

と
し

て
の

英
語

を
教

育
す

る
場

で
は

な
い

と
思

う
。

言
語

を
通

じ
て

異
文

化
を

学
ぶ

場
と

す
べ

き
。

そ
の

意
味

で
は

、
言

語
と

い
う

枠
を

は
ず

し
て

、
異

文
化

教
育

（
ア

ジ
ア

、
ア

フ
リ

カ
、

南
米

、
イ

ス
ラ

ム
文

化
な

ど
も

含
む

）
と

し
て

、
構

成
す

る
考

え
方

も
あ

り
う

る
の

で
は

な
い

か
？

5

大
変

示
唆

に
富

む
内

容
で

あ
っ

た
。

た
だ

し
、

こ
の

内
容

が
ど

れ
程

大
学

執
行

部
に

理
解

さ
れ

る
か

甚
だ

疑
問

で
あ

る
。

執
行

部
は

、
こ

の
Ｆ

Ｄ
の

内
容

を
よ

く
理

解
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。
な

お
、

今
後

Ｆ
Ｄ

は
年

に
1

回
で

よ
い

か
と

思
う

。

（
遠

藤
先

生
）

大
変

興
味

深
い

内
容

だ
っ

た
。

現
場

で
の

ご
苦

労
が

よ
く

伝
わ

っ
た

。
テ

ス
ト

づ
け

に
す

る
事

に
よ

っ
て

、
英

語
ぎ

ら
い

を
増

や
し

て
い

る
と

い
う

の
は

何
と

も
矛

盾
し

た
話

で
あ

る
。

そ
の

背
景

に
あ

る
の

は
、

今
回

の
お

話
に

も
あ

っ
た

浅
薄

な
成

果
主

義
で

あ
ろ

う
。

長
期

的
視

点
の

な
い

成
果

主
義

は
後

々
に

災
い

を
の

こ
す

こ
と

に
な

ろ
う

。
ノ

ー
ベ

ル
賞

学
者

の
方

に
関

連
し

た
柿

の
収

穫
の

話
を

さ
れ

た
が

、
誠

に
適

切
な

例
で

あ
っ

た
と

思
う

。
大

学
の

英
語

教
育

も
こ

の
よ

う
な

視
点

か
ら

見
直

す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

語
学

と
は

本
来

、
楽

し
む

べ
き

も
の

だ
か

ら
で

あ
る

。
（

原
先

生
）

英
語

以
外

の
内

容
が

多
す

ぎ
、

県
岐

商
の

自
慢

話
ば

か
り

で
高

校
で

の
英

語
教

育
が

実
際

ど
う

で
あ

っ
た

の
か

よ
く

分
か

ら
な

か
っ

た
。

大
学

で
の

英
語

教
育

の
一

環
と

し
て

、
ど

の
様

な
も

の
が

行
な

わ
れ

て
い

る
の

か
が

分
か

り
、

参
考

に
な

っ
た

。

6
問

題
点

が
か

な
り

分
か

り
ま

し
た

。
受

験
と

文
科

省
の

方
針

が
一

致
す

る
と

良
い

と
思

い
ま

し
た

。
TO

EI
C

の
数

値
目

標
に

は
少

し
驚

き
ま

し
た

。
テ

ス
ト

が
多

い
で

す
ね

。

面
白

か
っ

た
で

す
。

共
通

の
話

題
提

供
が

大
切

で
す

ね
。

現
在

で
も

多
く

の
教

材
を

提
供

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
さ

ら
に

ア
ピ

ー
ル

を
行

っ
て

下
さ

い
。
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1．
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Ｄ
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会

全
体

の
内

容
等

2．
講

演
「

高
等

学
校

の
英

語
教

育
」

3．
「

岐
阜

大
学

の
英

語
教

育
－

事
例

紹
介

－
」

4．
そ

の
他

、
教

養
教

育
（

全
学

共
通

教
育

）
全

般
に

関
し

、
　

  要
望

・
意

見
等

7
高

校
の

英
語

教
育

の
内

容
が

理
解

で
き

て
良

か
っ

た
。

進
学

校
と

商
業

高
校

で
は

、
英

語
教

育
に

内
容

の
差

が
大

き
い

の
に

驚
い

た
。

こ
れ

は
対

照
者

の
違

い
に

よ
る

も
の

で
し

ょ
う

。

英
語

教
育

は
、

日
本

語
の

国
語

を
習

得
さ

せ
る

の
と

何
ら

変
わ

ら
な

い
こ

と
が

わ
か

っ
た

。

8

『
大

学
入

試
の

罪
』

難
関

大
学

を
め

ざ
し

た
受

験
勉

強
に

よ
る

膨
大

な
若

い
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
浪

費
。「

正
し

い
」

勉
強

に
向

け
た

ら
ど

れ
だ

け
の

国
益

に
な

る
か

考
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

れ
は

英
語

に
限

っ
た

こ
と

で
は

な
い

。

非
常

に
参

考
に

な
っ

た
。

ノ
ウ

ハ
ウ

を
学

内
で

広
く

共
有

し
た

い
。

9
受

験
の

た
め

の
学

習
と

人
と

し
て

の
学

習
の

ズ
レ

は
あ

る
の

か
と

感
じ

た
。

10

1．
内

容
は

、
だ

い
た

い
想

像
し

て
い

た
通

り
で

し
た

。
2．

検
定

試
験

が
生

徒
・

高
校

の
目

標
と

な
っ

て
い

る
の

が
わ

か
り

ま
し

た
。

こ
の

や
り

方
は

ど
う

な
の

か
個

人
と

し
て

は
よ

く
わ

か
り

ま
せ

ん
。

一
つ

の
方

法
だ

と
は

思
い

ま
す

。

お
も

し
ろ

い
、

新
し

い
試

み
だ

と
思

い
ま

す
。

多
く

の
中

の
一

つ
の

試
み

だ
と

思
い

ま
す

。

11
難

し
い

問
題

な
の

で
、

事
例

を
い

く
つ

か
見

る
こ

と
が

で
き

た
の

が
少

し
役

に
立

つ
か

も
知

れ
な

い
。

い
く

つ
か

の
報

告
を

聞
い

た
が

、
深

く
理

解
す

る
こ

と
は

難
し

か
っ

た
。

学
生

が
英

語
で

表
現

す
る

場
面

を
う

ま
く

作
り

出
し

て
い

る
と

思
っ

た
。

12

英
語

教
育

を
考

え
る

Ｆ
Ｄ

の
第

1
歩

と
し

て
、

今
回

は
具

体
的

な
事

例
に

絞
っ

た
と

い
う

こ
と

で
入

り
や

す
く

、
ま

た
わ

か
り

や
す

く
、

よ
い

構
成

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

（
今

後
に

ど
う

つ
な

げ
る

か
は

、
課

題
と

な
り

ま
す

が
）。

進
学

校
と

商
業

高
校

と
い

う
、

特
徴

の
異

な
る

2
校

の
お

話
の

差
異

や
類

似
性

は
興

味
深

か
っ

た
で

す
。

よ
い

人
選

で
あ

っ
た

と
思

い
ま

す
。

入
試

（
北

高
）・

資
格

（
県

岐
商

）
に

し
ば

ら
れ

た
英

語
教

育
は

、
岐

大
の

場
合

と
は

違
う

苦
労

が
あ

る
と

わ
か

り
ま

し
た

。

大
変

面
白

く
、

自
分

の
授

業
の

参
考

に
も

な
り

ま
し

た
。

個
人

的
に

授
業

例
紹

介
が

、
勉

強
に

な
り

好
き

で
す

。
こ

こ
数

回
の

Ｆ
Ｄ

は
高

大
連

携
に

つ
い

て
で

す
が

、
機

会
が

あ
り

ま
し

た
ら

2
年

ほ
ど

前
の

Ｆ
Ｄ

で
や

っ
た

よ
う

な
、

評
価

の
高

い
全

学
共

通
科

目
担

当
者

が
、

自
分

の
授

業
を

紹
介

す
る

Ｆ
Ｄ

を
ま

た
や

っ
て

い
た

だ
け

る
と

嬉
し

い
で

す
。
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2008 年 12 月 3 日

平成 20 年度 第 2 回教養教育推進センターＦＤ研究会
アンケート調査票

本日は、何かとお忙しい折りご参加いただき、厚くお礼申し上げます。
ついては、今後の教養教育推進センターのＦＤ活動に役立てる意味を含めまして、感想等を

差し支えない程度にお聞かせ願いたいと存じますので、よろしくお願いします。

研究会終了後に回収させて頂きますので、よろしくお願いします。
【提出できなかった方は、12 月 10 日（水）までに全学共通教育事務室へ送付願います。】

1 ．今回ご参加いただきましたＦＤ研究会全体の内容等について、どのように感じましたか。
感想等をご自由にお書きください。（枠内に書ききれない場合は、裏面へご記入ください。）

2 ．【講演】『高等学校の英語教育』に関し、感想等をご自由にお書きください。
　　（枠内に書ききれない場合は、裏面へご記入ください。）

3 ．【講演】『岐阜大学の英語教育－事例紹介－』に関し、感想等をご自由にお書きください。
　　（枠内に書ききれない場合は、裏面へご記入ください。）

4 ．その他、教養教育（全学共通教育）全般に関し、要望・意見等をご自由にお書きください。
　　（枠内に書ききれない場合は、裏面へご記入ください。）　　　　　
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